





本 ソフ ト 「 天 下 御 免 」 は 、 江 戸 時 代 前 中 期 の 、 平 穏 で 文化 の 栄え た 時 代 を 背景 
に 、 江 戸 の 豪商 の 人 生 を 体験 する 、 シ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム で す 。 


十 種類 の 問屋 の 中 か ら 自 分 の プレ イ す る 問屋 を 一 つ 選 ぶ と ころ か ら ゲ ー ム は ス 
ター ト し ます 。 それぞれ の 問屋 に は 、 す で に お 店 (お た な ) を 開い て いる ライ バル 
が 四 店 ずつ あり 、 そ こ に 自分 が 新た な お 店 を 開い て 参入 し て いく こと に な り ま す 。 


お 店 を 開い た ば か り の 時 は 、 売 る 商品 が あり ませ ん し 、 働 く 人 も いま せん 。 
まず は 、 店 で 働く 奉公 人 と 、 人 を 紹介 し て くれ る 世話 人 を 雇い ます 。 商品 を 仕 入 
れる た め に 、 船 を 造っ て 船頭 を 雇う こと も 忘れ て は いけ ませ ん 。 

最初 は 堺 の 港 か らし か 商品 を 仕入れ られ ませ ん 。 産 地 か ら 直 接 仕入れ る に は 、 幕 
府 の 勘定 奉行 や 諸 藩 の 家老 の 、 港 の 寄港 許可 が 必要 で す 。 

その た め に は 、 賭 略 を 送っ て 相手 と 親密 に な る こと が 重要 に な り ま す 。 こ の 時 
代 、 そ れ は 商売 を 成功 する た め に は 当たり 前 の こと で 、 悪 いこ と で は あり ませ ん 。 


真面目 に 商売 を する こと 以外 に も 、 こ の ゲー ム に は いく つも の 楽し み 方 が あり 
ます 。 

店 の 仕事 は 大 番頭 に 任せ て 、 自 分 は 博打 場 に 通い 詰め た り 、 吉 原 に 長 逗 留 し た り 
と 、 遊 び 呆 ける こと も で きま す 。 温泉 に 湯治 に 出かけ て も いい で し ょ う 。 

同じ 商売 を する に し て も 、 抜 け 荷 を お こ な っ て ご 禁制 の 品 を 売り さば いた り 、 商 
売 敵 を 暗殺 し た り と 、 悪 徳 商 人 の 道 を 歩む の も 面白 いか も 知れ ませ ん 。 

また 、 歴 史 の 授業 で 学ん だ 人 や 事件 に 出会っ た り 、 時 代 劇 で お 馴染 み の 場 面 を 体 
験 する こと も ある で し ょ う 。 

立派 な 大 店 (お お だ な ) に の し 上 が る こと だ けが 目標 で は あり ませ ん 。 塁 実 な 
商人 と し て 生き る の も 、 派 手 に お 金 を ば げ ら まい て 江戸 の 人 気 者 に な る の も 、 プ レ 
イヤ ー で ある あな た の 自由 で す 。 

一 代 限 り の 豪商 の 人 生 を 好き な よう に 生き る こと 。 こ れ が この ゲー ム の 目標 で 
す 。 


支 マ ニュ アル の 構成 
本 マニ ュ ア ル は 、 以 下 の よ うに 構成 され て いま す 。 


第 | 章 : PCO98 シ リー ズリ ファ レン ス PI ぐ て P20 

パッ ケー ジ の 製品 概要 、 対応 機種 、 ハ ー ド ディ スク へ の イン スト ー ル 、 ゲ ー ム の 
起動 、 ト ラブ ル 対 策 な ど 、 本 ソフ ト を 購入 し て か ら ゲ ー ム を 始め る まで の 説明 が さ 
れ て いま す 。 

全て の 方 が 必ず 通し て お 読み くだ さい 。 


第 2 章 : 画面 の 構成 と 基本 的 な 操作 方 法 P23~P33 
基本 画面 の 情報 内 容 と 、 頻 繁 に お こ な う 操作 に つい て の み 説 明 し て いま す 。 と に 
か く 早く 遊び た いと いう 方 は 、 こ こま て で 読め ば ゲー ム が プレ イ で きま す 。 


第 3 章 : ゲー ム の 流れ と プレ イ の 手引 き  P35 て P49 

ゲー ム の 進行 に つい て 、 操 作 方 法 を 交え な が ら 説明 し て いま す 。 初 め て プレ イ す 
る 場合 は 、 こ の 章 及び 文中 の 参照 ペー ジ を 読み な が ら 、 実 際 に プレ イ し て みる こと 
を お 薦め し ます 。 


弟 4 章 : 各 コマ ンド の 解説 P51 て PI24 

ゲー ム 中 の コマ ンド の 一 つつ に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 最 初 か ら 全 て 
の コマ ンド を 把握 する 必要 は あり ませ ん の で 、 プレ イ 中 、 疑問 に 感じ た 部 分 が あれ 
ば 、 そ の 都度 参照 する と 良い で し ょ う 。 
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第 1 間 


PC9800 シ リー ズリ ファ レン ス 


_RME 


内 容 物 の 確認 
パッ ケー ジ に は 以下 の 物 が 入っ て いま す 。 よく 確認 し て くだ さい 。 
ゲー ム マ ニュ アル (この 小冊子 で す ) | 冊 
付録 | 冊 
ユー ザー 登録 葉書 | 枚 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
SYSTEM DISK | 枚 
USER DISK MASTER | 枚 
VISUAL DISK | 枚 
注 : 付属 の フロ ッッ ピー ディ スク に は デー タ の 書き 込み は いっ さい お 
こない ませ ん 。 ラ イト プロ テク トシ ー ル を 剣 し た り (5 イン チ )、 
ノッ チ を 閉じ た り (3.5 イ ンチ ) し な いで くだ さい 。 
ユー ザー 登録 
の お 願い 


パッ ケー ジ 添 付 の ユー ザー 登録 葉書 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 ご 返 
送 を お 願い し ます 。 当 製品 の ユー ザー と し て 登録 させ て いた だ きま す 。 
以前 に 当社 の ゲー ム を ご 購入 いた だ いて ユー ザー 登録 を され て いる 
場合 で も 、 ご 返送 を お 願い いた し ます 。 サ ポー ト サ ー ビ ス の 都合 上 、 
製品 毎 に 登録 処理 を し て お り ま す 。 

ユー ザー 登録 を され て いま せん と 、 デ ィ ス ク を 破損 し た 場合 や 、 マ 
ニュ アル を 紛失 し た 場合 な どの サポ ー ト を 、 お 受け する こと が 出来 ま 
せん 。 ま た 、 ユ ー ザ ー 登 録 を し て いた だ きま す と 、 新 製品 の ご 案内 な 
ど 数 々 の 特典 が ご ざい ます の で 、 旦 非 、 登 録 し て いた だ きま す よ う 、 
お 願い いた し ます 。 


動作 環境 


この ソフ ト は 以下 の 環境 で 動作 する よう に 設計 され て いま す 。 


画 パ ソコ ン 本 体 

⑧ 対応 機種 

NEC 

P C —980|IVX プ UX ププ RX プ RS ププ RA/ グ EX/ ズ ES/ プ RL ププ DX プ DS プ DA グ FX グ 
FS ノノ FA/CS ノ GS ププ US ノ BX ノ プ BS ノ グズ BA ノ ゲ H98 

PC-9821 グ Ae グ As グ Ap グ Be グ Bs/Bp グ 
Ce グ Cs グ NE 

98NS グ NSE グ NST グ NSR〆NSL プ NC グ NANAC 


EPSON 

PC286X プ UX プ VF プ VG グ VS グ VX プ VJ 

PC386 プ V プ VR グ SG グ GE グ GS プ M ブ PLS プ WAR 
PC486GF プ GR プ GR キ GRS ブ P グ SE グ SR プ HX プ HG 


※ ハ イレ ゾ モ ー ド の ある 機種 は 、 ノー マル モー ド で ご 利用 くだ さい 。 

※80386CPUI6MHZ 以 上 の 搭載 機種 を 推奨 し ます 。 

※CPU に 8086、V30 相 当 を 使用 し て いる 機種 で は 動作 し ませ ん 。 

※CPU の 差し 替え 、 ク ロッ クア ッ プ 等 、 パ ソコ ン 本 体 の メー カー 保証 外 の 改造 を お こ な っ て 
いる 場合 の 動作 保証 は いた し ませ ん 。 また 、 この 件 に 関す る ご 質問 は お 受け 付け で きま せ 
ん 。 






PC9801VX ズ UX ズ RX ノ プ グ RS/ ズ RA/EX グ ES に は 、 そ れ ぞ れ の 本 来 の 
機能 を 発揮 する た め の CPU-80286、80386-- の 他 に 、980IVM の 互 
換 CPU 一 V30- を 搭載 し て いま す 。 

V30 を 使用 し て いる と 天下 御免 は 動作 いた し ませ ん の で 、 パ ソ 
コン の 動作 モー ド は それ ぞ れ の 本 来 の CPU を 使用 する モー ド に 設 
定 し て くだ さい 。 

ディ ッ プ スイ ッ チ の 3 - 8 を ON に する と 本 来 の 動作 モー ド に 
な り ま す 。 
詳し く は パソ コン 本 体 の マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 

















製品 概要 


画 メ イン メモ リ 

パソ コン 本 体内 に 640KB の メイ ン メ モリ が 必要 で す 。 

パソ コン 本 体 リ セッ ト 時 に 、 

「MEMORY 640KB 十 1024KB」(98 シ リー ズ の 場合 ) 

「MEMORY CHECK 640KB 

EXTEND RAM 1024KB」 (エプソン シリ ー ズ の 場合 ) 

の 様 に 表示 され た と き の 、 ア ンダ ー ラ イン の 部 分 が 、 メ イン メモ リ で 
す 。 この 部 分 が 640KB 必 要 で す 。 


画 マ ウス 
バス マウ ス が 必要 で す 。 シリ アル マウ ス で は 動作 し ませ ん 。 


圏 デ ィ ス プレ イ 
400 ラ イン アナ ログ カラ ー デ ィ ス プレ イ が 必要 で す 。 
※ 液 晶 モ ノ ク ロ 8 階 調 デ ィ ス プレ イ に 対応 する モー ド が あり ます 。 
※ 液 晶 モ ノ ク ロ 8 階 調 ディ スプ レイ は 、 リ バー スモ ー ド で ご 使用 くだ さい 。 


圏 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 

連続 し た 同一 メデ ィ ア (3.5 イ ンチ も し く は 5 イン チ ) の 2HD タ イプ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 2 ドラ イブ 必要 で す 。 

※ 2HD フ ロッ ピー ディ スク タイ プ の RAM ド ライ ブ に 対応 し て いま す 。 

※ ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル する 場合 は 、 1 ドラ イブ で 使用 で きま す 。 


画 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ 

| 区 画 の 空き 容量 が 6 MB ( メ ガバ イト ) 以上 ある 、 ハ ー ド ディ スク 
ドラ イブ が 必要 で す 。 
注 : MS 一 DOS Ver. 3.30/3.30A/3.30B/3.30C/3.30D/5.0/5.0A の い 
ずれ か が すでに ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル され て いる こと が 必要 
で すず ;。 
※MS 一 WINDOWS に は 対応 し て お り ま せん 。MS-WINDOWS 内 か ら の 起動 は で きま せん 。 


ある と 便利 な 
機器 
一 FM 音源 
FM 音源 が 接続 (も し く は 内 蔵 ) され て いれ ば 、FM 音 源 を 使用 し た 音 
楽 が 楽し め ま す 。 
対応 FM 音源 


NEC PC-980| 26K 
PC--980|ー73 (26K 互 換 機能 ) 
PC-980| 一 86 (26K 互 換 機能 ) 

パソ コン 本 体内 蔵 の FM 音源 (26K 互 換 機能 ) 


田 MIDI 音 源 

MIDI 音 源 が 接続 され て いれ ば 、MIDI 音 源 を 使用 し た 高 品質 の 音楽 が 
楽し め ま す 。 

MIDI 音 源 を 接続 する に は 専用 イン ター フェ ー ス 、MIDI ケ ー ブ ル 、 再 生 
装置 (アン プ 、 ス ピー カー、 ヘ ッ ド ホン な ど ) が 必要 で す 。 対応 機種 
は 下記 の 通り で す 。 下 記 の 音源 と イン ター フェ ー ス が 本 体 に 装着 され 
て いれ ば 、MIDI 音 源 を 使用 し た 高 品質 の 音楽 が 楽し め ま す 。 


| 対応 MIDI 音 源 
ROLAND 社 
LA 音源 MIDI 
MT 一 32, CM 一 32L, CM 一 64 
GS 音源 MIDI 
SC—33, SC 一 55/MK Il, CM--300, CM-—500 


2 対応 MIDI イ ンタ ー フ ェ ー ス 
ROLAND 社 MPU 一 PC98, MPU 一 PC98 | 
三 鈴 エリ ー 社 EMU — 98 


※ 上 記 以 外 の 製品 で の 動作 は 保証 いた し ませ ん 。 また 、 この 件 に 関す る 質問 は お 受け 付け で 
きま せん 。 





RS 一 232C に 接続 する タイ プ の MIDI イ ンタ ー フ ェ ー ス に は 対応 

し て いま せん 。 

SC-55 等 、 音 色 を ユー ザー 定義 で きる 機種 を 天下 御免 で 使用 す 
る と 、 ユ ー ザ ー 定 義 さ れ て いる 音色 は 消え て し まい ます の で 、 注 
意 し て くだ さい 。 

CM-500 を ご 使用 の 場合 は 、 モ ー ド C に 設定 し て くだ さい 。 

MIDI と FM 音源 の 両方 が 接続 され て いて 、MIDI を 使用 する 場合 、 
FM 音源 は 効果 音 だ け を 出力 する よう に な り ま す 。 
















フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク 2 ドラ イブ 


フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク 1 ドラ イ 
プ +RAM ド ラ 
イプ (NOTE タ 
イプ 等 ) 


特に 事前 に 準備 する こと は あり ませ ん 。 

ユー ザー ディ スク 用 に 、 内 容 を 消去 し て も 構わ な か い フ ロッ ピー ディ 
スク を | 枚 用 意 し 、「 ゲ ー ム の 始め 方 」、 に し た が っ て 、 ゲ ー ム を 始め て 
くだ さい 。 


2HD フ ロッ ピー ディ スク タイ プ の RAM ド ライ ブ を 、「SYSTEM 
DISK 」 と し て 使用 し ま す 。 
※ 以 前 に RAM ド ライ ブ に 入っ て いた 内 容 は 消え て し まい ます 。 必 要 で あれ ば 、 バ パ バックアップ 
を 取っ て お いて くだ さい 。 
※RAMDISK ド ライ バ て で 増設 RAM を RAM デ ィ ス ク に し て も 使用 で きま せん 。 


(① 〇 ユー ティ リティ メニ ュー 等 で 、 パ ソコ ン 本 体 の モー ド を 以下 の よう 
に 設定 し て くだ さい 。 
RAM ド ライ ブ 用 メモ リ の 使用 RAM ド ライ ブ と し て 使用 


@ シ ステ ム 起 動 装置 の 指定 RAM ド ライ プ ブ 
る ⑧ 第 1 ドラ イブ の 指定 RAM ド ライ ブ 
@ び RAM ド ライ ブラ イト プロ テク ト し な い 

LCD (液晶 画面 ) の 設定 リバ ー ス モー ド 


※ ユ ー テ ィ リ ティ メニ ュー に つい て は 、 各 パソ コン 本 体 添 付 の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ 
さい 。98NOTE シ リー ズ で は 、「HELP」 キ ー を 押し な が ら リ セッ ト す る と 、 ユ ー テ ィ リ ティ 
メニ ュー に な り ま す 。 





② 設 定 終了 後 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 「SYSTEM DISK」 を 入 
れ て 、 ユ ー テ ィ リ ティ メニ ュー の 「FD 一 RAM コ ピー」 等 で 、「SYSTEM 
DISK」 の 内 容 を RAM ド ライ ブ に コピ ー し て くだ さい 。 

RAM ド ライ ブ が 「SYSTEM DISK」 と し て 使用 で きる よう に な り ま す 。 


③ ユ ー ザ ー デ ィ ス ク を 作成 し ます 。「USER DISK MASTER」 と 、 内 容 
を 消去 し て も 構わ な い フ ロッ ピー ディ スク を 、 以 下 の よ うに 用 意 し て 
くだ さい 。 

USER DISK MASTER ライ ト プ ロ テク ト す る (購入 時 の 

まま ) 

き 用 意 し た ディ スク ライ ト プ ロ テク ト し な い 


〈④ ユ ー テ ィ リ ティ メニ ュー の 「FD~FD コ ピー」 等 で 、「USER DISK 
MASTER」 を 、 用 意 し た ディ スク に コピ ー し て くだ さい 。 

コピ ー し た ディ スク は 以後 、 プ レイ 途中 の デー タ を セー ブ す る 、「 ユ 
ーー ザー ディ スク 」 に な り ま す 。 
※ ユ ー ザ ー デ ィ ス ク は ゲー ム 中 に も 作成 で きま す 。 


⑤ ユ ユー ザー ディ スク の 作成 が 終了 すれ ば 、 ゲ ー ム の 準備 は 完了 で す 。 
「 ゲ ー ム の 始め 方 」 に し た が っ て 、 ゲ ー ム を 始め て くだ さい 。 


※ 他 の アプ リケーション ソフ ト で RAM ド ライ ブ を 使用 する と 、RAM ド ライ ブ の 中 の 「SYS- 
TEM DISK」 の 内 容 は 消え て し まい ます 。 
再度 、 天 下 御免 を プレ イ す る と き は 、 もう一度 「SYSTEM DISK」 を RAM ド ライ ブ に コピ 
ーー し で て く だ さ い 。 








ハー ド デ ィ スク 





天下 御免 を ハー ド デ ィ スク で プレ イ す る に は 、 フ ロッ ピー ディ スク 
に 入っ て いる ゲー ム プ ログ ラム や ゲー ム デ ー タ を ハー ド デ ィ スク に コ 
ビー する 作業 が 必要 で す 。 こ れ を イン スト ー ル と 呼び ます 。 

以下 に イン スト ー ル の 方 法 を 記載 し て あり ます の で 、 一 度 最後 まで 
全て 読み 終え て か ら 実 際 の 作業 に 入っ て くだ さい 。 


@ 使 用 方 法 、 手 順 な ど を 間違え る と 、 す で に ある プロ グラ ム ・ デ ー タ 
な ど を 和 失う 可能 性 も あり ます 。 

その 際 、 当社 で は 責任 を 負い か ね ます の で 、 特 に 重要 な 仕事 に ハー 
ド デ ィ スク を ご 使用 に な っ て いる 方 は 、 事 前 に バッ クア ッ プ を 取っ て 
お く 等 、 十 分 な 保護 措置 を お こ な っ て か ら イ ンス トー ル す る こと を お 
薦め し ます 。 


@⑧ 当社 が 推奨 する 以外 の 方 法 に よる イン スト ー ル 及び 起動 に つい て の 
保証 は 、 一 切 い た し ませ ん 。 ま た 、 そ れ に よる 誤動作 や 破損 に つい て 、 
当社 で は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 


佑 以 降 の 説明 文 の 中 で 分 か ら な い 言 葉 が あっ た り 、 言 葉 は 分 か っ て も 
作業 が 理解 で き な か っ た 場合 は 、 そ の まま 実際 の 作業 に 移ら ず に 、 
MS 一 DOS、 パ ソコ ン 本 体 、 ハ ー ド ディ スク の マニ ュ ア ル を し っ か り 読 
むか 、 お 近く の パソ コン に くわ し い 方 に よく 聞い て 、 不 明 な 点 を 充分 
に 理解 し て か ら 実 際 の 作業 に 移っ て くだ さい 。 

ハー ド デ ィ スク と MS-DOS を 使用 する 上 で 必要 最低 限 の 知識 で す 
の で 、 こ の 機会 に し っ か り と 操作 を 把握 し て お く こ と が 望ま し いで し 
まう 


依 天 下 御 免 を イン スト ー ル する た め に は 、 す で に ハー ド デ ィ スク に 
MSーDOS が イン スト ー ル され て いな けれ ば な り ま せん 。 

新た に ハー ド デ ィ スク を お 買い 上 げに な られ た 方 は 、 まず ハー ド デ 
ィ ス ク 及 び MS 一 DOS の マニ ュ ア ル を 読ん で 、 ハ ー ド ディ スク に MS- 
DOS を イン スト ー ル し て か ら 天 下 御 免 の イン スト ー ル を お こ な っ て く 
だ さい 。 


@ び ハード ディ スク の 空き 容量 が 最低 6M バ イト 以上 必要 で す 。 

※ 6 M バ イト =61I44K バ イト =6291456 バ イト で す 。 

※SASI タ イプ な ど 旧 式 の ハー ド デ ィ スク に よっ て は 、 6 MB 以上 の 容量 を 必要 と する 場合 が 
あり ます 。 


ここ で 意味 する 空き 容量 と は 、 ハ ー ド ディ スク 全体 の 空き 容量 で は 
な く 、 ハ ー ド ディ スク 内 の | つの パー テー ショ ン (区 画 ド ライ ブ ) の 
空き 容量 の こと で す 。 


| 台 の ハー ド デ ィ スク を いく つか の パー テー ショ ン に 分 け て 使用 し 

て いる 場合 、 そ を の うち の | つの パー テー ショ ン に 6 MB の 空き 容量 が 必 

要 で す 。( 空 き 容 量 は MS D0S の CHKDSK コ マン ド の 、 使 用 可能 ディ ス 
ク 容量 で 確認 で き ます ) 


人 @ 天 下 御免 が 対応 し て いる ドラ イブ は PF ドラ イブ まで で す 。 それ 以上 
の ドラ イブ は 使用 で きま せん の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


@ イ ンス トー ル 作 業 は すべ て キー ボー ド か ら の 入力 で お こない ます 。 


@NOTE タ イプ を ご 使用 の 場合 は 、 第 | ドラ イブ 、 起動 ドラ イブ を FD ド 
ライ ブ に 設定 し て くだ さい 。 


還 イ ンス トー ル の 手順 

① 周 辺 機器 (ディ スプ レイ 、 ハ ー ド ディ スク )、 パ ソコ ン 本 体 の 順に 電 
源 を 入れ 、 ハ ー ド ディ スク か ら MS-DOS を 起動 し て くだ さい 。 
ここ で MS 一 DOS の コマ ンド ライ ン 以 外 の 状態 に か なっ て いる 場合 ( 自 
動 的 に ワー プロ ソフ ト が 起動 し て いた り 、 メ ニュ ー ソ フト が 起動 し 
て いた りす る 場合 ) は 、 そ れ ら を 終了 し て 、MS 一 DOS の コマ ンド ラ 
イン の 状態 に し て くだ さい 。 


注 : MS 一 WINDOWS を ご 使用 の 場合 も 、WINDOWS 内 の DO0S ブ プロ ンプ ト 
か ら で は な く 、WINDOWS を 終了 し て MS--DOS に 戻っ て 操作 し て くだ 
さい 。 





この よう な 画面 を 、MS 二 DOS の コマ ンド ライ ン と いい ます 。 








② 内 容 を 消去 し て も 構わ な い 、 市 販 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を | 枚 用 意 
し て 、 シ ステ ム 付 き フ ォ ー マ ッ ト を お こない 、MS-ーDOS の 起動 ディ 
スク を 作成 し て くだ さい 。 
作成 し た ディ スク を 以後 、 天 下 御 免 用 「 起 動 デ ィ ス ク 」 と 呼び ます 。 

※ シ ステ ム 付 き フ ォ ー マ ッ ト の 意味 が 分 か ら な い 方 は 、MS 一 DOS の マニ ュ ア ル の 「FOR- 
MAT」 の 項目 を よく お 読み くだ さい 。 


例 : MS-ーDOS の コマ ンド ライ ン か ら 、 
FORMAT 回 
と 入力 する と 、 フ ォ ー マ ッ ト プ ログ ラム が 始ま り ま す 。 


装置 名 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 

装置 番号 起動 ディ スク に する た め の フ ロッ ピー ディ スク を 入れ た 
ドラ イブ 

シス テム 転送 する 

媒体 2HD (IMB) FD 


を 選ん で 、 実行 し て くだ さい 。 (ボリ ュー ム 名 を 入力 する 必要 は あり ま 
せん ) 


③ 作 成 し た 「 起 動 デ ィ ス ク 」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 第 一 ドラ イブ に 
入れ て 、 リ セッ ト し て くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ スク か ら MS-DOS を 
起動 し ます 。 

注 : こ こ で ハー ド デ ィ スク か ら MS-DOS を 起動 し て いる と 、 イ ンス ト 
ー ル が 出来 ませ ん の て で 注意 し て くだ さい 。 


④ フ ロッ ピー ディ スク か ら MS-DOS が 起動 し た ら 、 何 度 か 剛 キ ー を 押 
し て 、 コ マン ドブ プロンプト 
A> 圏 
が 表示 され た 状態 に し て くだ さい 。 
( > 圏 を コマ ンド プロ ンプ ト と 言い ます ) 


⑤「 超 動 デ ィ ス ク 」 を 取り 出し て 、 天 下 御 免 の VISUAL DISK と 入れ 替 
えて くだ さい 。 


⑥ 以 下 の 文 の 、 ア ンダ ー ラ イン の 部 分 を 入力 し て くだ さい 。 イ ンス ト 
ー ル プロ グラ ム が 始ま り ま す 。 


A>INSTALLg 


(⑦ の イン スト ー ル で きる ドラ イブ が 表示 され ます 。 FREE が その ドラ イブ 
の 空き 容量 、USE が イン スト ー ル に 使用 する 容量 で す 。( 使 用 容量 は ハ 
ー ド ディ スク の 種類 や 設定 に よっ て 変化 し ます ) 

イン スト ー ル する ドラ イブ の アル ファ ベッ ト を 入力 し て くだ さい 。 





「 イ ンス トー ル で きる ハー ド デ ィ スク は あり ませ ん 」 と 表示 され た 
場合 は 、 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 が 足り ませ ん 。 イ ンス トー ル で き 
る だ け の 空き 容量 ( 約 6 MB) を 確保 し て か ら 、 もう一度 最初 か ら や り 
直し て くだ さい 。 


⑧ 選 択 し た ドラ イブ に 、 天 下 御免 用 の サブ ディ レク トリ 「EDO」 を 作成 
し ます 。 ディ レク トリ 名 を 変更 する 必要 が な けれ ば 、[Y] を 入力 し て 
くだ さい 。 

※ 同 じ 名 前 の ディ レク トリ が な けれ ば 、 変更 し な いで くだ さい 。 変更 する と きも 、 ル ー ト の 
すぐ 下 以外 に は 作成 し な いで くだ さい 。 


⑨ フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 を ハー ド デ ィ スク に コピ ー ( イ ンス トー 
ル ) し ます 。 

画面 の 指示 通り 、 VISUAL DISK を 抜い て 、SYSTEM DISK と 入れ 替 
え 、[Y] を 入力 し て くだ さい 。 

イン スト ー ル が 始ま り ま す 。 


⑩ 順 番 に 、USER DISK MASTER、VISUAL DISK の コピ ー を お こない ま 
す 。 画面 の 指示 に し た が っ て 、 デ ィ ス ク を 入れ 替え て くだ さい 。 


Q⑩DVISUAL DISK の コピ ー が 終了 する と 、 MS 一 DOS の コマ ンド ライ ン に 
戻り ます 。 こ れ で イン スト ー ル は 完了 で す 。 
「 ゲ ー ム の 始め 方 」 に し た が っ て 、 ゲ ー ム を 始め て くだ さい 。 





マウ ス の 使い 方 


この ゲー ム は パソ コン へ の 入力 を マウ ス で お こ な う よう に 設計 され 
て いま す 。 マ ウス が 接続 され て いな いと プレ イ で きま せん 。 





カー ソル 


マウ ス を 動か す と 画面 上 の 矢印 が 一 緒 に 動き ます 。 こ の 矢印 を マウ 
ス [カー ソル ] と 呼び ます 。 
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キャ ン セ ル 


カー ソル を 目的 の も の の 上 に 合わ せ て 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て 
すぐ 放す こと を [クリック] と 呼び ます 。 

クリ ッ ク す る こと で 、 コ マン ド (機能 ) の 選択 、 決 定 が お こ な え ま 
すず 

基本 的 に 、 ク リッ ク で きる 場所 は カー ソル を 重ね る と 色 が 変化 する 
の で 、 変 化し て いる 場所 で マウ ス の 左 ボ タン を 押せ ば 、 そ の コマ ンド 
を グリッ ツケ ク し て 実行 し た こと に な り ま す 。 

マニ ュ ア ル の 中 の 、[・・・・ を クリ ッ ク す る ] と いう 表現 は 、 以 上 
の 操作 を 意味 し ます 。 
※ な お 、[・・・ を 選ぶ ] や [・・・・ を お こ な う 、 す る ] な どの 表現 は 、 そ の コマ ンド を 
クリ ッ ク す る こと を 意味 し て いま す 。 文章 表現 の 上 で 適し た 言葉 を 使っ て いま す が 、 い ず 
れ の 場合 も 「 あ あ 、 ク リッ ク す る ん だ な 」 と 考え て くだ さい 。 
































何 か の コマ ンド を クリ ッ ク し て 、 ウ ィ ン ド ウ が 開い て いた り 、 決 定 
を 求め られ て いる と き に マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 ウ ィ ン ド ウ を 閉 
じ た り 、 指 示 を 取り 消す こと が で きま す 。 こ れ を 「 キ ャ ン セ ル 」 と 呼 
び ま す 。 

コマ ンド の 中 に は 、「 取 り 消 し 」「 い いえ 」 等 の 選択 肢 が 用 意 さ れ て 
いる も の も あり ます が 、 そ れ を クリ ッ ク し て も 右 ボ タン で キャ ン セ ル 
し て も 結果 は 同じ で す 。 











マウ ス の 使い 方 





ドラ ッ グ 


カー ソル を 目的 の も の の 上 に 合わ せ て 、 マ ウス の ボタ ン を 押し た ま 
ま マ ウス を 動か し 、 目 的 の 位置 で ボタ ン を 離す こと を 「 ド ラッ グ 」 と 
呼び ます 。 

ドラ ッ グ する こと で 、 ウ ィ ン ド ウ の 位置 を 動か し た り 、 ス クロ ー ル 
バー を 動か し た り で きま す 。 

マニ ュ ア ル の 中 の 、「・・・・ を ドラ ッ グ する 」 と いう 表現 は 、 以 上 
の 操作 を 意味 し ます 。 
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ゲー ム の 始め 万 


※ 初 め て プレ イ す る と き は 、 ま ず 「 ゲ ー ム の 準備 」 に 記載 され て いる 作業 を お こ な っ て くだ 





さい 。 
フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク 2 ドラ 
イプ ① 周 辺 機器 (ディ スプ レイ 、 プ リン ター、MIDI 等 )、 パ ソコ ン 本 体 の 順 


に 電源 を 入れ て くだ さい 。 


②A ド ライ ブ (第 | ドラ イブ ) に 「SYSTEM DISK」 を 入れ て 、 リ セッ 
ト し て くだ さい 。 
注 : SYSTEM DISK は バッ クア ッ プ コピ ー で きま せん 。 パッケ ー ジ に 
入っ て いた オリ ジ ナ ル の SYSTEM DISK を 使用 し て くだ さい 。 
③ 初 期 設定 画面 が 表示 され ます 。 
「 モ ニタ 」 アプ グラ = 

モノ クロ 8 階 調 


「 プ リン タ 」 PR20 | 


ESC ノ P 
な し 
「 埋 源 」 FM 音源 


LA 音源 (MT32 系 列 MIDI) 
GS 音源 (GS 規格 MIDI) 


それ ぞ れ に ご 使用 の 環境 を 選ん で くだ さい 。 

※ 音 源 の 設定 は MIDI イ ンタ ー フ ェ ー ス が 接続 され て いる 場合 の み 表 示さ れ ま す 。 

※GS 音 源 を 選ん だ 場合 、SC 一 55 な ど 音 色 を ユー ザー 定義 で きる 機種 の 場合 、 定 義 し て ある 
音色 は クリ ア さ れ ま す (消え る ) の で 注意 し て くだ さい 。 


④ オ ー プ ニン グ の 選択 に な が り ま す 。 

オー プ ニ ン グ を 見 る 場合 は 、B ド ライ ブ ( 第 2 ドラ イブ ) に 「VISUAL 
DISK」 を 入れ て 、 画 面 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 オ ー プ ニン グ デ モ が 
お こ な わ れ ま す 。 


⑤ ス ター トメ ニュ ー が 表示 され ます 。 

「 ニ ュー ゲー ム 」 

最初 か ら ゲ ー ム を ブレ イ し ます 。 始め て プレ イ す る 場合 は 、 必 ず こ 
ちら を 選ん で くだ さい 。 

問屋 の 選択 画面 に な かなり ます 。 |0 種 類 の 問屋 の 中 か ら 、 プ レイ し た い 
問屋 を 選ん で くだ さい 。 

各 問 屋 の 特徴 は 、 別 冊 の 「 設 定 資料 」 に 記載 され て いま す 。 参考 に 
し て くだ さい 。 









ゲー ム の 始め 方 


フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク 1 ドラ 
イプ 十 RAM 
ドラ イプ 
(NOTE タ イ 
プ 等 ) 


ゲー ム が 始ま っ た ら 、 ま ず ユー ザー ディ スク を 作成 し て くだ さい 。 


6 回 

前 回 セー ブ し た 続き か ら ゲ ー ム を 再開 し ます 。 

B ドライブ (第 2 ドラ イブ ) に ユー ザー ディ スク を 入れ て 、 画 面 の 
指示 に 従っ て くだ さい 。 


⑥ ゲ ー ム が 始ま っ た ら 、「 2 章 以 降 」 を 参考 に し て プレ イ し て くだ さい 。 


① 周 辺 機器 (ディ スプ レイ 、 プ リン ター、MIDI 等 ) 、 パ ソコ ン 本 体 の 順 
に 電源 を 入れ て くだ さい 。 


〇 ② フ ロッ ピー ドラ イブ に 「SYSTEM DISK」 を 入れ て 、 リ セッ ト し て く 
だ さい 。 
注 : SYSTEM DISK は バッ クア ッ プ コピ ー で きま せん 。 パッケ ー ジ に 
入っ て いた オリ ジ ナ ル の SYSTEM DISK を 使用 し て くだ さい 。 
③ 初 期 設定 画面 が 表示 され ます 。 
「 モ ニタ 」 アナ ログ カラ ー 
モノ クロ 8 階 調 


「 プ リン タ 」 PR20 


ESC/P 
な し 
「 音 源 」 FM 音源 


LA 音源 (MT32 系 列 MIDI) 
GS 音源 (GS 規格 MIDI) 


それ ぞ れ に ご 使用 の 環境 を 選ん で くだ さい 。 

※ 音 源 の 設定 は MIDI イ ンタ ー フ ェ ー ス が 接続 され て いる 場合 の み 表 示さ れ ま す 。 

※GS 音 源 を 選ん だ 場合 、SC-55 な ど 音 色 を ユー ザー 定義 で きる 機種 の 場合 、 定 義 し て ある 
音色 は クリ ア さ れ ま す (消え る ) の で 注意 し て くだ さい 。 


〈④ オ ー プ ニン グ の 選択 に な り ま す 。 

オー プ ニ ン グ を 見 る 場合 は 、 フ ロッ ピー ドラ イブ に 「VISUAL DISK」 
を 入れ て 、 画 面 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 オ ー プ ニン グ デ モ が お こ な 
われ ます 。 


⑤) ス ター トメ ニュ ー が 表示 され ます 。 
「 ニ ュー ゲー ム 」 





ハー ド デ ィ ス 


最初 か ら ゲ ー ム を プレ イ し ます 。 始め て プレ イ す る 場合 は 、 必 ず こ 
ちら を 選ん で くだ さい 。 

間 屋 の 選択 画面 に な り ま す 。10 種 類 の 問屋 の 中 か ら 、 ブ プレ イ し た い 
問屋 を 選ん で くだ さい 。 

各 問 屋 の 特徴 は 、 別 冊 の 「 設 定 資料 」 に 記載 され て いま す 。 参考 に 
し て くだ さい 。 


「 ロ 一 ド ゲ ー ム 」 
フロ ッ ピ ー ド ライ ブ に ユー ザー ディ スク を 入れ て 、 画 面 の 指示 に 従 
っ て くだ さい 。 


⑥ ゲ ー ム が 始ま っ た ら 、「 2 章 以 降 」 を 参考 に し て プレ イ し て くだ さい 。 


① 周 辺 機器 (ディ スプ レイ 、 ハ ー ド ディ スク 、 プ リン ター、MIDI 等 )、 
パソ コン 本 体 の 順に 電源 を 入れ て くだ さい 。 


(②A ド ライ ブ に 「' 起 動 デ ィ ス ク 」、B ド ライ ブ に 「SYSTEM DISK」 を 入 
れれ て セツ ッ ド し て くだ さい > 

注 *SYSTEM. DISK は パッ クア ッ プ コビー で きま せん 。 パッ ケッ ケージ に 

入っ て いた オリ ジ ナ ル の SYSTEM DISK を 使用 し て くだ さい 。 

※ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ が | ドラ イブ の 場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 「 起 
AN DISK」 に 入れ 替え て 


③ 初 期 設 定 画 面 が 表示 され ます 。 
「 モ ニタ 」 アナ ログ カラ 
モノ クロ 8 階 調 


「 プ リン タ 」 PR20| 


ESC/P 
な し 
「 音 源 」 FM 音源 


LA 音源 (MT32 系 列 MIDI) 
GS 音源 (GS 規格 MIDI) 
それ ぞ れ に ご 使用 の 環境 を 選ん で くだ さい 。 
※ 音 源 の 設定 は MIDI イ ンタ ー フ ェ ー ス が 接続 され て いる 場合 の み 表 示さ れ ま す 。 
※GS 音 源 を 選ん だ 場合 、SC-55 な ど 音 色 を ユー ザー 定義 で きる 機種 の 場合 、 定 義 し て ある 
音色 は クリ ア さ れ ま す (消え る ) の で 注意 し て くだ さい 。 


(《④ オ ー プ ニン グ の 選択 に な か り ま す 。 





⑤ ス ター トメ ニュ ー が 表示 され ます 。 

「 ニ ュー ゲー ム 」 

最初 か ら ゲ ー ム を ブレ イ し ます 。 始め て プレ イ す る 場合 は 、 必 ず こ 
ちら を 選ん で くだ さい 。 

問屋 の 選択 画面 に な り ま す 。 10 種 類 の 問屋 の 中 か ら 、 プ レイ し た い 
問屋 を 選ん で くだ さい 。 

各 間 屋 の 特徴 は 、 別 冊 の 「 設 定 資料 」 に 記載 され て いま す 。 参考 に 
し て くだ さい 。 


「 ロ ー ド ゲ ー ム 」 

前 回 セー プ し た 続き か ら ゲ ー ム を 再開 し ます 。 

セー ブ デ ー タ の 入っ て いる ドラ イブ を 選ん で くだ さい 。 (通常 は ハー ド デ ィ ス 
ク で す が 、 フ ロッ ピー ディ スク の ユー ザー ディ スク を 作成 し て いる 場合 、 ユ ー ザ 
ー デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー ド ライ ブ に 入れ て 、 そ の ドラ イブ を 選ん で くだ さい ) 


⑥ ゲ ー ム が 始ま っ た ら 、「 2 章 以 降 」 を 参考 に し て プレ イ し て くだ さい 。 
ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 する に は 
注 : この 囲み 内 の 内 容 に 関す る ご 質問 に は 、 一 切 お 答え で きま せ 
ん の で 、 ご 了承 下さ い 。 


起動 用 ディ スク を 使わ ず に 、 ハ ー ド ディ スク か ら MS-ーDOS を 起 
動 し 、 そ こ か ら ゲ ー ム を 始め る に は 、 天 下 御 免 用 の サブ ディ レク 
トリ (EDO) に 移っ て 、 そ の 中 の 「START. BAT」 を 実行 すれ ば 、 
ゲー ム が 起動 する よう に な っ て いま す 。 

た だ し 、 イ ンス トー ル を する た め に は 、 絶対 に 起動 用 ディ スク 
を 作成 し 、 そ こ か ら 起 動 す る 必要 が あり ます 。 

buffer 数 が 多かっ た り 、 デ バイ ス ド ラ イ バ な ど が 登録 され て いて 
フリ ー エ リア が 減少 し て いる 場合 、Out Of Memory に な っ て ゲ 
ー ム が 起動 し ませ ん 。 

天下 御免 は 、 基 本 的 に 555KB (568320 バ イト ) の フリ ー エ リア が 
あれ ば 動作 する よう に な っ て いま す の で (起動 用 ディ スク の CON- 
FIG. SYS を 参照 ) 起動 し な い 場 合 は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 外し 、 
BUFFERS を 減ら せ ば 起動 し ます 。 

また 、386 以 上 の CPU と MS-DOS Ver5 を ご 使用 の 場合 は 、 
HIMEM. SYS を 使用 し て フリ ー エ リア を 広げ る こと も で きま す 。 
※ フ リー エリ ア と は 、 増 設 RAM な ど を 含め た 全 メ モリ 容量 の こと で は あり ませ ん 。 
CHKDSK コ マン ド で 表示 され る 使用 可能 メモ リ の こと で す 。 

た だ し 、 CONFIG. SYS を 書き 換え る と 、 他 の ソフ ト が 起動 し な く な 
る 可能 性 も あり ます の で 、MS-DOS の 知識 に 自信 の な い 方 に は お 藤 
めで きま せん 。 (上 記 の 説明 が 理解 で き な い 方 は ご 遠慮 くだ さい ) 

ゲー ム の た め に CONFIG. SYS ファ イル を 書き 換え て 起こ っ た 問題 
に 関し て は 、 保 証 対象 外 と させ て いた だ きま す の で 、 書 き 換 え を お こ 
な う 場 合 は 、 お 客 様 各 自 の 責任 に お いて お こ な っ て くだ さい 。 

起動 用 ディ スク か ら の 起動 に つい て の み 、 サ ポー ト さ せ て いた 
だ きま す 。 





正常 に 動作 し な い 場 合 





全く 画面 が 出 
な い 


ディ スク を アク 
セス (ドラ イブ 
が 稼働 する ) し 
た 後 、 何 も 起 ら 
な い 


DISK 1/0 
ERROR と 表 
示さ れ て 、 ゲ 
ー ム が 起動 し 
な い 。 


タイ トル 画面 
が で た 後 、 マ 
ウス カー ソル 
が 動か な い ・ 
クリ ッ ク で き な 
い \ 


まず 以下 


マニ ュ ア ル に 従っ て 操作 し て も 正常 な 動作 を し な い 場 合 、 
の 点 を お 確か めく だ さい 。 


@ ご 使用 の パソ コン の 機種 は 、 パッケージ に 記載 され て いる 対応 機種 
と 一 致し て いま すか ? 

バッ ケー ジ 、 マ ニュ アル に 記載 し て ある 機種 名 を 確認 し て くだ さい 。 
記載 の な い ハ ー ド で の 動作 保証 は し て お り ま せん 。 
@ デ ィ ス プレ イ や 本 体 の 電源 を 入れ 忘れ て いま せん か ? 
人 @ 電 源 プ ラグ は コン セン ト に し っ か り 差 込ん で あり ます か ? 

パソ コン 本 体 と 、 使 用 する 周辺 機器 が 確実 に 接続 され て いて 、 す べ 
て の 電源 が 入っ て いる か どう か 、 確 認 し て くだ さい 。 


る @ メ モリ (RAM) は 640KB 装 備 さ れ て いま すか 2? 
ハー ドウ ェ ア の 設定 で 、512KB 以 上 の RAM 空 間 を 切り 放し て いる 
と 、 起 動 で きま せん 。 デ ィ ッ プス イッ チ を 確認 し て くだ さい 。 


⑱@ フ ロッ ピー ドラ イブ が 汚れ て いる 、 も し く は 故障 し て いる こと は あ 
り ま せん か ? 

購入 し た ば か り の ハー ド で あっ た り 、 他 の ソフ ト が 起動 し た と し て 
も 、 そ の ドラ イブ が 正常 に 動作 し て いる と は 限り ませ ん 。 定期 的 に 、 
( 2 ^ 3 週間 に 一 度 ) 市 販 の クリ ー ニ ング ディ スク で フロ ッ ピ ー ド ラ 
イブ の クリ ー ニ ング を し て くだ さい 。 


@ ご 使用 の マウ ス は バス マウ ス で すか ? (シリ アル マウ ス で は 動作 し 
ませ ん ) 

る @ マ ウス の 接続 は 確実 で すか ? 

る @ マ ウス が 故障 し て いま せん か ? 





正常 に 動作 し な い 場 合 





ハー ド デ ィ ス 
ク に イン スト 
ー ル が で き な 
い \ 


ハー ド デ ィ ス 
ク に イン スト 
ー ル し て ゲー 
ム を 始め る 
と 、 ゲ ー ム 画 
面 に な ら ず に 
終了 し て し ま 
う 





@ ハ ー ド ディ スク は 正しく 接続 され て いま すか ? 使用 可能 な 状態 に な 

っ て いま すか ? 

@ ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 は 十分 (6 MB 以上 ) で すか ? 

@ 天 下 御免 添付 の イン スト ー ル プロ グラ ム を 使用 し て いま すか ? 
イン スト ー ル プ ブログ ラム を 使用 し な いと イン スト ー ル で きま せん 。 
ハー ド デ ィ スク 添付 の ユー ティ リティ ソフ ト や 、MS 一 DOS の ファ 

イル コピ ー で は イン スト ー ル で きま せん 。 

@ イ ンス トー ルプ ログ ラム の 指示 通り に イン スト ー ル し て いま すか ? 

@ フ ロッ ピー ドラ イブ が 汚れ て いる 、 も し く は 故障 し て いる こと は あ 

り ま せん か ? 
購入 し た ば か り の ハー ド で あっ た り 、 他 の ソフ ト が 起動 し た と し て 

も 、 そ の ドラ イブ が 正常 に 動作 し て いる と は 限り ませ ん 。 定期 的 に 、 

(2~3 週間 に 一 度 ) 市 販 の クリ ー ニ ング ディ スク で で フロッピー ドラ 
イブ の クリ ー ニ ング を し て くだ さい 。 


@⑱ ハ ー ド ディ スク か ら MS 一 DOS を 起動 し て いま せん か ? 
ハー ド デ ィ スク か ら MS 一 DOS を 起動 する と 、 デ バイ ス ド ラ イ バ な 
どの 組み 込み で 、 フ リー エリ ア が か 不足 し て いる こと が あり ます 。 
正しい 起動 方 法 に 従っ て 、 起 動 デ ィ ス ク か ら 起 動 し て くだ さい 。 


これ ら が 全て 正常 に お こ な わ れ て いて 、 そ れ で も 動作 し な い 場 合 に 
は 、 デ ィ ス ク の 不良 な ど が 考え られ ます 。 

製品 の 管理 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 この 様 な 事態 に な っ 
た 場合 に は 、 た い へ ん 御 面 倒 で す が 、 本 書 巻 末 の ユー ザー サポ ー ト シ 
ー ト に ご 記入 の 上 、 フ ロッ ピー ディ スク を 当社 まで お 送り くだ さい 。 
不良 で あれ ば 、 新 し いも の と お 取替え 致し ます 。 

この と き 、 ま だ ユー ザー 登録 を され て いな い 方 は 、 登 録 葉 書 を ご 記 
入 の うえ 、 併 せ て 御 返 送 く だ さい 。 

な お 、 当 社 が 推奨 する 正規 の 方 法 以 外 に よる ハー ド デ ィ スク へ の イ 
ンス トー ル 及 び 起 動 に つい て の 保証 は 、 一 切 い た し ませ ん 。 ま た 、 そ 
れ に よる 誤動作 や 破損 に つい て 、 当 社 で は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 

電話 で の お 問い 合せ は 、 土 、 日 、 祭 日 を 除く 午後 1 時 か ら 午 後 5 時 
まで 受け 付け て お り ま す 。 
アー トディ ンク ユー ザー サポ ー ト 係 
TEL. 043 一 279 一 9392 
注 : ゲー ム 内 容 、 攻 略 法 等 に 関す る ご 質問 に は 、 お 答え で きま せん の 

で ご 了承 〈 だ さ いっ 。 








第 2 草 
画面 の 構成 と 基本 的 な 操作 方 法 














29 両 3 分 1 朱 総 在庫 晶 
90 両 2 分 1 朱 総 滅 容量 
703 両 1 分 2 朱 借金 





29558 員 
100000 員 
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画 麻 

現在 の ゲー ム 内 の 歴 で す 。 ゲ ー ム は 、 元 禄 元 年 弥生 の 一 日 か ら 始 ま 
り ま す 。 
田屋 号 と 名 前 

自分 の 屋号 (名 字 ) と 名 前 で す 。 最初 か ら 、「 江戸 屋 元 禄 」 と つい て 
いま す が 、 変 更 も で きま す 。 


各種 名 称 の 変更 つ P107 
画 問 屋 種類 

自分 が 選ん だ 問屋 の 種類 が 表示 され て いま す 。 
画 年 齢 


自分 の ゲー ム 内 で の 年 齢 で す 。 ゲ ー ム は 目 分 が 二 十 歳 か ら 始 まり ま 
す 。 数え年 な の で 、 年 が 改 ま る ご と に 一 歳 増 えて いき ます 。 
画 創 業 

店 を 起こ し て か ら 何 年 に な る か の 表示 で す 。 ゲ ー ム は 創業 初 年 ( 〇 
年 ) か ら 始 まり ます か ら 、 ゲ ー ム 開始 か ら 何 年 経っ た か を 表す こと に 
な り ま す 。 
田家 紋 

自分 の 家紋 ( 家 の 紋章 ) で す 。 最初 か ら つ いて いま す が 、 変 更 も で 
きま す 。 
家紋 を 変更 つ P110 
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メイ ン 画 面 の 説明 





田家 族 

目 分 の 家族 の 人 数 で す 。 最 初 は 独身 か ら 始 まる の で 、 家 族 は いま せ 
ん 。 
画 奉 公 人 

店 に 勤め る 丁稚 や 手 代 、 番 頭 の 人 数 で す 。 
画 用 心 棒 

雇っ た 用 心 棒 の 人 数 で す 。 
田 蔵 の 数 

持っ て いる 蔵 の 数 で す 。 商品 は 蔵 に 在庫 され ます 。 蔵 が 多い ほど 、 
一 度 に 在庫 で きる 量 が 多く な り ま す 。 
画 船 の 数 

持っ て いる 船 の 数 で す 。 産物 は この 船 で 全国 の 港 か ら 仕 入れ て きま 
す 。 
軒 寄 港 地 

寄港 で きる 港 の 数 で す 。 こ の 港 か ら 産 物 を 仕入れ る こと が で きま す 。 
最初 は 堺 (大 阪 ) だ け で す が 、 勘 定 奉行 や 諸 潜 江戸 家老 か ら 許 可 を も 
ら え れ ば 、 寄 港 地 が 増え て 、 各 地 か ら 産 物 を 仕入れ られ る よう に な り 
ます 。 
寄港 の 許可 を 願う っ P46 


mn 
‘yl 





> 





田 売 上 昨日 





前 の 日 の 商品 の 販売 売上 で す 。 
一 今月 

今月 の 現在 まで の 売上 合計 で す 。 
一 前 月 

前 の 月 の 売上 合計 で す 。 
画 今 年 

今年 の 現在 まで の 売上 合計 で す 。 
画 前 年 

前 の 年 の 売上 合計 で す 。 
画 総 在庫 量 

現在 蔵 に ある 在庫 の 合計 で す 。 う ち わ け は 、「! 大 福 帳 」 の 「 在 庫 表 」 
で 分 か り ま す 。 
在庫 表 っ P77 
画 総 上 蔵 容量 

蔵 に 在庫 で きる 最大 容量 で す 。 新 し く 蔵 を 建て る こと で 、 総 在庫 量 
を 増やす こと が 出来 ます 。 
蔵 を 建て る つ P97 
画 借 金 

現在 抱え て いる 、 借 金 の 返済 額 で す 。 利子 も 含め た 、 返 さ な け れ ば 
いけ な い 金 額 で す 。 借 り た と き の 額 で は あり ませ ん 。 
画 隠 金 (財布 ) 

目 分 目 身 の 小遣い で す 。 店 の 経営 と 関係 な い 、 個 人 的 な 遊び な ど に 
は 、 こ こ か ら お 金 を 出す こと に な り ま す 。 

毎月 、 一 定 の 額 を 金蔵 か ら 隠 金 に 移し て いき ます 。 
金 の 移動 一 P101 

出かけ る と き は 、 表 示 が 「 財 布 」 に 切り 替わり ます 。 財布 に は 、 隠 
金 か ら 最大 で 百 両 まで 入れ て 、 持 っ て いく こと が で きま す 。 

隠 金 が 100 両 以下 な ら そ の 全額 、100 両 以上 な ら 100 両 が 自動 的 に 財布 
に 移り ます 。 
軒 金 大 

自分 の お 店 の 経営 資金 で す 。 ここ か ら 仕 入れ の た め の お 人 金 を 出し た 
り 、 役 人 に 渡す 袖 の 下 ( 貼 貼 ) を 出し た り し ます 。 

金蔵 の 金 が 増え て いけ ば 、 経 営 は 成功 し て いる と 言え る で し ょ う 。 
た だ し 、 お 人 金 を 貯め 込む こと が 、 ゲ ー ム の 最終 目標 と は 限り ませ ん 。 





メイ ン 画 面 の 説明 


29 両 3 分 1 朱 総 在庫 量 
90 画 2 分 1 朱 総 蔵 容量 
703 両 1 分 2 朱 代金 
793 両 3 分 3 朱 隠 全 


0 両 金成 3325 両 3 朱 





画 舞 台 : 
自分 の 現在 の 居場所 が 表示 され ます 。 普段 は 自分 の 店 が 表示 され て 
いま す が 、 どこ か に 出かけ れ ば 、 舞 台 が その 場 に 移り ます 。 








ご 


人 
人 
醒 
工 
港 





29 画 3 分 1 朱 総 在庫 量 
90 画 2 分 1 朱 総 其 容量 
703 両 1 分 2 朱 借金 
793 両 3 分 3 朱 隠 全 
0D 両 金成 


5595 








圏 コ マン ドウ ィ ン ド ウ 
ゲー ム の 操作 を する た め の 、 さ ま ざ ま な コマ ンド が 表示 され ます 。 
コマ ンド を クリ ッ ク し て 選択 する こと で 、 ゲ ー ム は 進ん で いき ます 。 











画 ク イッ クコ マン ド 

「 か らく り 」 の 「 仕 掛け 変更 」 で 、 入 力 方 法 を 「 簡 易 型 短縮 窓口 で 
入力 する 」 に 設定 する と 、 基 本 の コマ ンド が アイ コン 化 さ れ て この 部 
分 に 、 表 示さ れ ま す 。 

アイ コン を クリ ッ ク す る と その コマ ンド が 呼び 出さ れ て 、 ウ ィ ン ド 
ウ が 開き ます 。 コ マン ド の 階層 が 少な く な る の で 、 馴 れ て くる と 操作 
が 楽に な り ま す 。 

ウィ ンド ウ 入 力 っ P104 





スク ロー ル バ ー 


コマ ンド の リス ト な ど が ウィ ンド ウ 1 画 面 内 に 表示 し きれ な い 場 
合 、 ウ ィ ン ド ウ の 横 に 「 ス クロ ー ル バー」 が 付い て いま す 。 

スク ロー ル バ ー の 上 下 の 3 角形 を クリ ッ ク す る と 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の 
リス ト が その 方 向 に スク ロー ル し て 、 新 た な コマ ンド が 表示 され ます 。 
スク ロー ル バ ー の 明る い 部 分 は 、 現 在 ウ ィ ン ド ウ に 表示 され て いる 
範囲 で す 。 こ の 部 分 を ドラ ッ グ し て も 、 リ スト の スク ロー ル が で きま 
す 。 1 度 に 大 きく スク ロー ル す る 場合 は この 方 法 が 便利 で す 。 








>4| に に : か コウ ルン 4 は ァ 





U9 
に 9 








金額 や 数 量 を 設定 する と き に は 、「 数 値 設 定 ウ ィ ン ド ウ 」 が 開き ます 。 
ウィ ンド ウ の 内 容 と 操作 方 法 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 








数値 

設定 する 数 値 が 表示 され ます 。 
⑧ 増 滅 

数 値 の 変更 を し ます 。 上 向き の 3 角 を クリ ッ ク す る と 数 値 が 増え て 、 
下向き の 3 角 を クリ ッ ク す る と 数 値 が 減り ます 。 


る ⑧ 桁 の 変更 
数 値 を どの 桁 (単位 ) で 増減 させ る か の 設定 で す 。 
る 上 限 
そこ で 設定 で きる 最大 の 数 値 に し ます 。 
@T 下 限 
そこ で 設定 で きる 最小 の 数 値 に し ます 。 
⑧ 決定 


設定 し た 数 値 で 決定 し ます 。 


人 対象 

何 に 対す る 数 値 の 設定 な の か が 、 シ ン ボ ル ( 絵 ) で 表 さ れ ま す 。 
産物 に 関す る こと な ら 、 そ の 産物 の 絵 に な り ま す 。 お 人 金 に 関す る こ 
と な ら 、 そ の お 人 金 が どこ か ら 出 され る か (金蔵 、 隠 金 、 財 布 ) を 表し 
ます 。 
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ゲー ム の 流れ 





間 屋 を 選ぶ 


ここ で は 実際 に ゲー ム を プレ イ し な が ら 、 ゲ ー ム の 進行 を 説明 し て 
いき ます 。 読み な が ら 同 じ よ うに プレ イ を すれ ば 、 ゲ ー ム の だ いた い 
の 流れ を つか むこ と が で きま す 。 

た だ し 、 こ こ で の フレ イ の 仕方 は 、 ゲー ム の 流れ を 優先 する た め に 、 
で きる だ け 自 分 で 操作 する 部 分 を 減ら す よ うに 設定 し て いま す 。 決し 
て 上 手 な プレ イ の 見 本 と は 言え ませ ん 。 

ゲー ム の 流れ が 理解 で きた ら 、 第 四 章 「 各 コマ ンド の 解説 」 を 読み 
な が ら 、 もう一度 初め か ら プ レイ し 直す と 良い で し ょ う 。 


ニュ ー ゲ ー ム を 始め る と 、 ま ず ど の 間 屋 で プレ イ す る か の 選択 に な 
り ま す 。 こ こ で は 扱う 品目 の 少な い 酒 問屋 を 選ぶ こと に し ます 。 








世話 人 を 雇う 





ゲー ム が 始ま っ た ら 、 ま ず 「 人 を 雇用 」 を 選ん で 、 世 話 人 を 雇い ま 
す 。 

世話 和信 は 引き 受け て くれ な い 人 も いる の で 、 引 き 受 け て くれ る 人 が 
いた ら そ の 人 を 雇う こと に し ます 。 ここ で は 隠居 の 光 衛 門 さ ん を 雇用 
しま で お 

誰 で あれ 、 世 話 人 は 必ず 雇っ た ほう が 良い で し ょ う 。 





ーー SS 間 戸屋 元 儲 | 
江戸 屋 さ ん 、 わ た し な ら 月 22 両 も いた だ 3 

けれ は 充分 じゃ 。 _ (3 年 齢 20 文 
人 穫 "' 創業 初生 
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し 2 に っ 


越 艇 の 抽 縮 同 屋 の 侯 居 と いう こと だが 、 
水戸 の 韻 門 さ まで は と の うわ さか が ある 。 
し か し その 印籠 を みた 者 は いな い 。 札 差 
に 背 が きく らし い 。 

















続い て 奉公 人 を 雇い ます 。 とり あえ ず 手 代 を 一 人 雇い ます 。 世話 人 
が 紹介 し て くれ る の で 、 そ の 者 を 雇い ます 。 
奉公 人 が 一 人 も いな けれ ば 商売 が で きま せん の で 、 替 公 人 も 必ず 雇 
St EGE 








だ ん な 様 、 身 を 粉 に し て 鈴 き ます 。 雇っ て 
くだ さい 。 
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手 代 を 一 人 雇っ た ら 、 マ ウス 右 ボ タン を 何 度 か 押し て 、「 人 を 雇用 」 
を 終了 し ます 。 ここ で 一 日 が 経ち ます 。 


大 番頭 に 仕事 
を 委任 する 





手 代 を 雇っ た ら 、「 人 を 呼ぶ 」 を 選ん で 、 手 代 を 大 番頭 まで 昇格 させ 
ます 。 

大 番頭 は 重要 な 存在 な の で 本 来 は 慎重 に 決め る べき で す が 、 と りあ 
え ず 最初 に 雇っ た 一 人 を 大 番頭 に し て し まい ます 。 





| だ ん な 様 、 な ん な り と お 申し つ 











大 番頭 に し た ら 、 彼 に 自分 の 仕事 を 任せ て し まい ます 。 大 番頭 を 呼 
ん で 「 仕 事 を 委任 」 を 選ぶ と 、 任 せる 仕事 を 設定 で きま す 。 

ここ で 「 金 の 移動 」 以 外 を すべ て 任せ て し まい ます 。 後 で 大 番頭 が 
何 を し た の か を 知る た め に 、 任 せ た こ と は すべ て 「 報 告 必 要 」 に し て 
お きま す 。 








隠 金 を 増やす 


仕事 の 委任 を 設定 し た ら 、「 金 の 移動 」 で 、 毎 月 の 隠 金 の 金額 を 変更 
し ます 。 これが 目 分 の 月 々 の 小遣い に な り ま す 。 

あま り 多 すぎ る と 奉 公 人 に よく 思わ れ ま せん が 、 こ こ で は それ は 考 
え ず に 月 200 両 に 設定 し て お きま し ょ う 。 








年 齢 20 歳 
創業 初 年 














時 間 を 進め る 


仕事 を 委任 し て 隠 金 の 設定 が すん だ ら 、「 仕 事 す る 」 で 時 間 を 進め ま 
す 。 自分 も 店 で 働く こと で 、 時 間 を 進め る こと が で きま す 。 

この 間 に 、 大 番頭 が さま ざま な こと を お こない ます 。 

「 停 止 日 を 指定 」 を 開く と 、 い くつ か 停止 する 日 が あら か じ め 設 定 
され て いま す が 、 す べ て 通過 に し て し まい ます 。 ここ で は 60 日 間 働 く 
こと に しじま すず 。 
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御用 商人 日前 











時 間 が 進み 出す と 、 大 番頭 が 奉公 人 や 用 心 棒 を 雇っ た り 、 船 大 工 に 
船 を 造ら せ た り し ます 。 

船 が 出来 上 が る と 、 船 頭 を 雇い 、 産 物 の 仕入れ に 船 を 出し ます 。 

これ ら の こと は 本 来 自分 で 操作 する こと で す が 、 仕 事 を 委任 し て い 
る の で 、 大 番頭 が 代わ り に や っ て いま す 。 








だ ん な 様 、 船 大 工 の 本 所 の 市 衛門 さん に 高 
速 般 を 造ら せま す 、 は い 。 


中 
100000 計 


7485 両 2 分 











月 が 変わ る と 、 金 蔵 か ら 隠 金 に 、 設 定 し た 額 が 移さ れ ま す 。 





更に 時 間 を 進め る と 、 産 物 の 仕入れ に 出 た 船 が 帰っ て き て 、 蔵 に 商 


品 が 在庫 され ます 。 


在庫 され た 商品 は 、 自 動 的 に 店 か ら 売 れ て いき 、 売 上 が 立ち ます 。 





だ ん な 様 、 北 の 周 引き の 小伝 馬 町 の 千 直 親 
分 に 1 画 渡し て お きま し た 、 は い 。 





16516 叶 
100000 貫 
0 両 


800 両 
3330 両 1 朱 
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交易 地図 を 見 | 
る 


ここ で 大 福 帳 」 の 「 交 易 地 図 」 を 見 て み ま す 。 初 め て 交易 地図 を 
見 た と き は 、 現 在 の 寄港 地 に 色 が 付い て いま す 。 


EEE EE EE EE ELE EEE ERE RL 


現在 の 寄港 地 元禄 元 年 文 月 14m 


gr 
すべ て の 江戸 商人 











3204 結 





現在 の 寄港 地 は 堺 一 ヶ所 だ け で す 。 堺 に は すべ て の 産物 が 集まっ て 
いま すか ら 、 仕 入れ られ な い 物 は あり ませ ん が 、 堺 で の 仕入れ 価格 は 
高い の で 、 ど う せ な ら 産 地 か ら 直 接 仕入れ た いも の で す 。 

「 産 物 で 選別 」 で 、 清 酒 の 産地 を 探す と 、 赤 穂 に は あま り 他 の 商人 
が 寄港 し て いな いこ と が 分 か り ま す 。 


&@ 


産物 で 選別 港 を 選別 














そこ で 、 赤 穂 へ の 寄港 権 を 得る た め に 行動 し て み ま す 。 








寄港 の 許可 を 
願う 
赤穂 の 港 は 赤穂 藩 の 管理 な の で 、 赤 穂 藩 の 江戸 家老 に 許可 を 求め ま 
す 。 
「 出 か ける 」 の 「 諸 藩 江 戸屋 敷 」 か ら 、 赤 穂 藩 を 出かけ 先 に 選び ま 
す 。 
大 番頭 が 手 土産 に 袖 の 下 を 用 意 し て くれ ます か ら 、 一 応 確認 し て か 
ら お 店 を 出 ま し ょ う 。 
出かけ る と き に 世話 人 が 、 紹 介 状 を 書い て 持た せ て くれ ます 。 


で" 








4 人 
1 
2 美 
1 港 


425 両 
1003 両 3 分 財布 100 両 
0 両 人 金 感 3705 画 3 分 3 朱 








40 


赤穂 藩 江 戸屋 敷 に 舞台 が 変わ る と 、 家 老 の 大 石 良雄 が 現れ ます 。 ま 
ず は 紹介 状 を 渡し ます 。 

寄港 の 許可 を 願う 前 に 、 と に か く 手 土産 を 渡し ます 。 大 石 は 真面目 
な 人 で 、 な か な か 手 土 産 を 受け 取っ て くれ ませ ん が 、 諦 め な いで 受け 
取っ て くれ る まで 薦め 続け ます 。 

ひたすら 薦め て いれ ば 、 ど ん な に 上 真面目 な 人 で も 絶対 に 受け 取っ て 
も ら え ます 。 しつこく 薦め た か ら と いっ て 、 心 象 を 悪く する よう な こ 
と は あり ませ ん か ら 、 持 っ て いっ た 手 土産 は 必ず 渡し て くる こと が 大 
切 で す 。 





選 生 
可 
ぐ 調 固 
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44 両 3 分 2 朱 un 42167 員 
623 両 2 分 2 朱 谷 量 UU 


425 両 
1048 再 2 分 2 朱 財布 100 山 
0 両 金融 3730 両 3 分 1 朱 








手 土産 を 受け 取っ て も ら え た ら 、 目 的 の 寄港 の 許可 を 願い ます 。 た 
だ し 、 一 度 の 挨拶 で は まず 断ら れ て し まい ます 。 

寄港 権 を 得る と 決め た な ら 、 毎 日 通い 続け る くら い の 粘 り 強 さ が 必 
要 に な り ま す 。 何 度 も 通い 詰め て いる うち に 、 相 手 も だ ん だ ん と も の 
わか り が 良く な っ て 、 手 土産 を あっ さり 受け 取っ て も ら え る よう に な 
り ま す 。 











38 両 1 分 2 朱 総 在庫 晶 
1113 再 3 分 1 朱 絶 中 容量 


425 両 代金 
1538 両 3 分 1 朱 財布 








よう や く 審 議 に か け て も ら え る よう に な っ て も 、 そ の まま 放っ て お 
いた ら 、 い つま で 待っ て も 許可 は 得 ら れ ま せん 。 実際 に 寄港 権 が 得 ら 
れる まで 、 挨 拶 を 続け ます 。 

また 、 諸 藩 に 対し て 影響 力 の 強い 、 幕 府 の 大 目付 に も 手 土 産 を 持っ 
て 挨拶 に 行く と 良い で し ょ う 。 


努力 が 実っ て 寄港 権 が 得 ら れれ ば 、 赤 穂 藩 に 船 を 出し て 、 直 接 清酒 
を 仕入れ られ る よう に な り ま す 。 

た だ し 、 寄 港 権 が 得 ら れ た か ら と いっ て それ きり 家老 に 挨拶 に 行か 
な く な る と 、 機 嫌 を 悪く され ます 。 港 に 圧力 を か けら れ て 、 仕 入れ に 
いっ て も あま り 売 っ て も ら え な く な り ま す 。 

一 度 親 し く な っ た 人 の と ころ に は 、 と きど き 挨 拶 に 訪れ る こと が 大 
切 で す 。 金 の 切れ 目 が 縁 の 切れ 目 、 と いう 言葉 を 忘れ て は いけ ませ ん 。 





か わら 版 を 見 
る 





以上 で 商売 上 に 必要 な 操 む 作 と ゲー ム の 流れ は 掴め た で し ょ 3 う 。 

ここ で 「 大 福 帳 」, の 「 か わら 版 」 で 、 人 気 商人 番付 を 見 て み ま す 。 
自分 は 真面目 一 辺 倒 に ここ まで 来 ま し た か ら 、 当 然 人 気 番付 に は 入っ 
て いま せん 。 

この 後 、 お 店 が 成長 し て 長者 番付 で 上 位 に 入る よう に な っ て も 、 人 
気 番付 に は 入れ ませ ん 。 


RN LN の 


38 画 2 分 2 朱 総 在庫 晶 
1152 両 1 分 3 朱 総 蔵 容量 
425 両 倍 
1577 両 1 分 3 朱 隠 人 900 画 
0 両 全 三 2026 両 2 分 2 朱 








人 気 番付 に 入る に は 、 も っ と 気 前 良く お 金 を 使わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 大 番頭 に 委任 し て いる 「 冠 婚 葬 祭 金額 」 の 委任 を や め て 、 祝 い 金 
な ど を 大 盤 振 舞 し た り 、 か わら 版 屋 を 連れ て 吉原 に 遊び に 行っ た り と 、 
町 民 の 注目 を 集め る よう な 派手 な こと を する の も 、 一 つの 楽し み 方 で 
す 。 


それ で は 、「 か らく り 」 の 「 人 生 を や り 直 す 」 で 、 問 屋 の 選択 に 戻り 、 
自分 な り の 遊び 方 で ゲー ム を 楽し み ま し ょ う 。 





第 4 章 
各 コ マン ド の 解説 






日 数 の 指定 


停止 日 の 指定 


店 の 仕事 を し ます 。 店 主 目 ら が 店 先 に 立つ こと で 、 店 の 信用 が 上 が 
り ま す 。 

この コマ ンド で は 商品 の 仕入れ は お こ な わ れ ま せん 。 蔵 に 在庫 が な 
けれ ば 、 い くら 働い て も 売上 は あり ませ ん 。 
産物 を 仕入れ る っ P67 


「 仕事 を する 」 を クリ ッ ク す る と 、 日 数 を 指定 し て 、 連 続 し て 仕事 
が で きま す 。 た だ し 、 指 定 し た 日 数 の 間 は 、 他 の 行動 は で きま せん 。 


日 数 指定 の 中 の 「 停 止 日 を 設定 」 で 、 停 止 する 日 を 設定 し て お く と 、 
連続 し て 働い て いて も 、 その 日 に な る と 自動 的 に 停止 し て 、 行 動 で き 
る よう に な が り ます 

火事 や 地震 な どの 災害 が 起き た と き に も 自動 的 に 停止 し ます 。 

クリ ッ ク す る た びに 、 停 止 と 通過 が 切り 替わり ます 。 











人 物 の 選択 





ゲー ム の 登場 人 物 の 一 覧 を 見 る コマ ンド で す 。 登場 人 物 が 、 職 業 や 
A それ ぞ れ の 職業 、 肩 書き 
の 内 容 に つい て は 、「 付 録 」 を 参照 し て くだ さい 。 

i 


各 人 物 名 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 人 の 年 齢 、 職業 な ど が 分 か り ま す 。 
幕臣 ・ 家 老 以 外 は 、 そ の 人 の 性 格 を 表す よう な 台詞 を 一 言 喋り ます 。 

商人 の 場合 は 更に 、 持 っ て いる 蔵 や 船 の 数 、 在 庫 量 な ど が 分 か り ま 
す 。 








1 代 日 蔵 5! 船 6 港 4 
間 237475 計 ! 7155 西 
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38 両 2 分 2 朱 量 36703 貫 
1152 両 1 分 3 朱 容量 100000 財 
425 両 代金 H 両 
1577 両 1 分 3 朱 隠 全 800 両 
0 両 人 金 臨 2026 両 2 分 2 朱 








全国 の 港 の 情報 や 、 お 店 の 経営 状態 を 見 る こと が で きま す 。 
※ こ の コマ ンド で は 時 間 は 経過 し ませ ん 。 


交 揚 地 図 


全国 の 港 の さま さま な 情報 を 見 る こと が で きま す 。 
交易 地図 っ P61 


売上 勢力 図 


自分 の お 店 と 商売 敵 の 販売 勢力 の 比率 を 、 円 グラ フ で 見 る こと が で 
きま す 。 江戸 全体 の 需要 に 対し て 、 各 問屋 が 供給 し て いる 割合 が 、 販 
売 勢力 で す 。 

販売 勢力 が 強い ほど 、 そ の お 店 が 販売 力 (顧客 ) を 持っ て いる こと 
に な り 、 商 品 が 大 量 に 売れ る よう に な り ま す 。 


0 3 人 0 男 








売上 状況 


自分 の お 店 の 総 売 上 を 、 年 度 別 と 月 別 で 分 け て 、 棒 グラ フ で 見 る こ 
と が で きま す 。 











経費 明細 





その 月 の 、 お 店 の 運営 に か か る 経費 の 明細 で す 。 

これ ら の 経費 は 、 毎 月 一 日 に その 月 の 分 が 金蔵 か ら 引 か れ ま す 。 手 
当 な ど は 月 初め に その 月 の 分 を 払っ て し まう わけ で す が 、 そ の 人 後 解雇 
し て も 帰っ て きま せん 。 


5 両 2 分 0 朱 
3 両 2 分 2 朱 
5 吊り 分 0 朱 
0 両 1 分 2 朱 
76 両 0 分 『 朱 
168 両 2 分 り 朱 





経費 明細 は 、 以 下 の よ うに 分 けら れ ま す 。 


⑧ 基礎 経費 

基礎 経費 は 、 お 店 の 維持 、 管 理 、 自 分 の 生活 費 な どの 雑費 で す 。 最 
低 で も 毎月 一 定 の 額 が 必要 で 、 蔵 を 増やし た り 、 結 婚 し て 家族 が 増え 
た りす る と 、 額 が 増え て いき ます 。 

人 @ 港 代 

港 代 は 、 江 戸 の 港 の 使用 料 で す 。 船 を 持っ て いな けれ ば 一 朱 も か か 
り ま せん 。 船 一 隻 ご と に 一 定 の 額 が 増え て いき ます 。 船 が 一 月 ずっ と 
出航 し て いて も 、 港 代 は か か り ま す 。 (現代 で 言う な ら ば 、 月 極 駐車 場 
で す ) 
人 @ 雇 用 費 

雇用 費 は 、 雇 っ て いる 人 た ちの 、 そ の 月 の 手当 ( 給 金 ) だ け の 金額 
で す 。 小 遣い や 、 祝 儀 な ど は 含ま れ ま せん 。 

クリ ッ ク す る と 、 該 当 す る 人 の リス ト が 表示 され 、 一 人 づつ の 手当 
が 分 か り ま す 。 





在庫 表 


出荷 調整 


在庫 破棄 


蔵 に ある 商品 の うち わけ を 見 る こと が で きま す 。 
商品 名 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 商品 の 在庫 状況 が 分 か り ま す 。 
在庫 表 っ P77 


商品 の 出荷 量 (売り に 出す 量 ) の 調整 を し ます 。 
出荷 調整 っ つ P80 


蔵 に ある 在庫 を 破棄 (捨て る ) し ます 。 
在庫 の 一 覧 が 表示 され る の で 、 そ の 中 か ら 捨 て た い 品 目 を 選び ます 。 
量 の 指定 は で き な い の で 、 捨 て る と き は すべ て 捨て る こと に な り ま す 。 
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29551 邊 
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2200 


256 両 1 分 隠 全 
3790 両 3 分 1 朱 和 金 感 。 2683 両 1 分 1 朱 











蔵 改 め の と き に 、 ご 禁制 の 品 が 蔵 に あり 、 そ れ を 見 と が め ら れ た ら 、 
奉行 所 に 引き 立て られ て し まい ます 。 事前 に 蔵 改 め の 情 報 を つか ん で 
いた ら 、 こ の コマ ンド で 捨て て お く こ と が で きま す 。 

また 、 特 別 大 量 に 仕入れ た い 品 が あっ て も 、 他 の 在庫 で 蔵 が 埋まっ 
て いる と き な ど に 、 蔵 を 空け る た め に も 利用 で きま す 。 


b/ 








か わら 版 


借金 一 覧 


か わら 版 を 読み ます 。 か わら 版 は 、 毎 月 五 日 に 発売 され ます 。 奉 公 
人 を 雇っ て いれ ば 、 自 動 的 に 購入 され ます 。 
か わら 版 に は 、 江 戸 の 長者 番付 や 、 よ も や ま 話 が 書か れ て いま す 。 


見 る こと が 出来 る の は 、 毎 月 の 最新 の か わら 版 だ け で す 。 








借金 の リス ト で す 。 


29551 邊 
100000 員 
0 両 


2200 両 
2683 画 1 分 1 打 


= 
で" 


5 人 
0 人 
1 構 
2 隻 
1 港 





誰か らい くら の 元 金 を 借り た の か が 分 か り ま す 。 通 常 画面 の 借金 は 、 


利子 を 含め た 返済 額 で す が 、 こ こ で は 元 金 だ け を 表示 し ます 。 


借金 を する 一 DP101 





寄港 願い 一 覧 


寄港 願い の リス ト で す 。 

現在 寄港 願い を し て いる 港 の 、 名 前 と 所 轄 の 一 覧 が 表示 され ます 。 
また 、 そ れ ぞ れ の 進捗 状況 (許可 が 下り る 可能 性 ) の めやす が 分 か り 
ます 。 

帰港 の 許可 を 願う つ P46 








6 両 1 分 


68 両 3 分 傘 量 100000 自 
187 両 2 分 人 IT 


256 両 1 分 隠 全 2200 両 
3790 両 3 分 1 朱 金 大 2683 両 1 分 1 朱 








商品 価格 表 


すべ て の 商品 (産物 ) の 1 日 ご と の 価格 変動 を 、 棒 グラ フ で 表し ま 
す 。 現 在 の 売値 と 標準 価格 の 比較 、 堺 で の 仕 入 値 と 江戸 の 売値 の 比較 
等 が 分 か り ま す 。 

グラ フ の 見 方 は 、 以 下 の 通り で す 。 


@ グ ラフ の 横線 

その 商品 の 標準 価格 を 意味 し ます 。 棒グラフ の 頂上 が この 線 を 上 回 
っ て いれ ば 、 そ の 商品 の 相場 が 上 が っ て いる こと に な り ま す 。 下 回 っ 
て いる 場合 は 、 相 場 が 下がっ て いる こと に な り ま す 。 
る ⑧ 黒 い 棒 ググ ラフ 

江戸 の 価格 (売値 ) が 堺 の 価格 ( 仕 入 値 ) を 上 回 っ て いる こと を 意 
味 し ます 。 

江戸 の 価格 か ら 堺 の 価格 を 引い て 、 相 殺さ れ た 分 は 無色 の 部 分 に な 
り 、 上 回 っ て いる 分 が 黒い 部 分 に な り ま す 。 

黒い 部 分 が 長い ほど 、 利 益 が 大 きい こと に な り ま す 。 


Cn 
“CO 





@ ホ い 棒 グラ フ 

堺 の 価格 ( 仕 入 値 ) が 江戸 の 価格 (売値 ) を 上 回 っ て いる こと を 意 
味 し ます 。 

堺 の 価格 か ら 江戸 の 価格 を 引い て 、 相 殺さ れ た 分 は 無色 の 部 分 に な 
り 、 上 回 っ て いる 分 が 赤い 部 分 に な り ま す 。 

この 状態 で 販売 し て も 、 赤字 に な っ て し まい 、 利益 は 得 ら れ ま せん 。 
赤い 部 分 が 長い ほど 、 損 失 が 大 きい こと に な り ま す 。 





宣 く じ を 見 る 


冨 く じ を 買っ た 場合 に 現れ ます 。 持っ て いる 富 く じ の 一 覧 が 表示 さ 
れ ま す 。 


60 






全国 の 港 の さま ざま な 情報 を 見 る こと が で きま す 。 
この コマ ンド を 選ぶ と 、 画 面 が 変わ り 、 日 本 地図 が 表示 され ます 。 
地図 の 上 に 小さ な 4 角 が 描か れ て いる 部 分 が 、 港 の 場所 で す 。 
交易 地図 画面 の 見 方 と 操作 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 


CEE EERE 














27091 叶 | 
港 の 選別 
地図 の 左上 に 、 産 物 別 や 所 属 別 な どの 、 現 在 の 港 の 選別 が 表示 され 
て いま す 。 その 選別 に 当て は まる 港 の 4 角 に は 、 色 が 付い て いま す 。 
港 の 選別 は 、 地 図 の 右 下 の 「 産 物 で 選別 」・「 港 を 選別 」 で 、 お こ な 
いま す 。 
産物 で 選別 


その 産物 を 扱っ て いる 港 を 選別 し ます 。 

まず 、 自 分 の 店 で 扱う 産物 (材木 問屋 な ら 材木 ) と 、 そ の 他 の 産物 
の どちら か を 選び ます 。 

次 に 、 選 ん だ 産物 の 中 の 品目 を 選ぶ と 、 選 別 が 完了 し 、 地 図 の 上 で 
その 品目 を 扱っ て いる 港 に 色 が 付き ます 。 





港 を 選別 





その 港 の 所 属 (種類 ) で 選別 し ます 。 
選ん だ 種類 の 港 に 、 地 図 の 上 で 色 が 付き ます 。 ここ で は 港 は 以下 の 
よう に 分 けら れ て いま す 。 


田 現 在 の 寄港 地 
現在 、 自 分 の 船 が 寄港 で きる 港 の こと で す 。 
還 幕 府 直轄 地 
幕府 が 管理 し て いる 港 で す 。 寄港 の 許可 を 得る に は 、 勘 定 奉 行 に 寄 
港 願い を し ます 。 
帰港 の 許可 を 願う っ P46 
田上 方 商人 寄港 地 
上 方 (大 阪 方 面 ) の 商人 が 寄港 し て いる 港 で す 。 上 方 商人 が 仕入れ 
た 産物 は 、 堺 の 港 に 集まり ます か ら 、 堺 で 仕入れ る こと が で きま す 。 
た だ し 、 堺 で 仕入れ る 場合 は 、 産 地 で 直接 仕入れ る 場合 より 、 か な 
り 割高 に な り ま す 。 
画 江 戸 商 人 寄港 地 
江戸 商人 が 寄港 し て いる 港 で す 。 
画 処 女 港 
誰 も 寄港 し て いな い 港 で す 。 
田 抜 け 荷 寄港 地 
抜け 荷 (売買 を 禁じ られ て いる 産物 ) を 扱っ て いる 港 で す 。 この 港 に 
は 、 華 橋 (中 国 の 商人 ) と 、 西 洋 (ヨー ロッ パ ) の 商人 が 寄港 し て い 
ます 。 
幕府 の 直轄 地 で す が 、 外 国 の 港 な の で 、 鎖 国 を し て いる 日 本 の 商人 
は 、 寄 港 の 許可 が 得 ら れ ま せん 。 船頭 に 頼ん で 、 こ っ そり と 仕入れ に 
行く こと に な り ま す 。 
港 へ 行く っ P87 





地図 の 中 の 四角 を クリ ッ ク す る と 、 丸 い マ ー ク が 付い て 、 そ の 港 の 
情報 が 画面 下 に 表示 され ます 。 

地図 の 右 下 の 「 港 の 選択 」 を クリ ッ ク す る と 、 現 在 選別 され て いる 
港 の 一 覧 が 開く の で 、 そ こ か ら 選 ぶ こ と も で きま す 。 











画面 左下 の 
情報 








画面 左下 に は 以下 の 情報 が 表示 され ます 。 

信 選 ば れ て いる (丸い マー ク が 付い て いる ) 港 の 名 前 と 所 轄 (幕府 の 
直轄 地 か 、 各 藩 の 管理 か ) 

@ 江 戸 ま で の 船 の 片道 日 数 (千石 船 で の 日 数 で す 。 高速 船 な ら 、 約 半 


分 と 考え て くだ さい ) 
人 @ その 港 に 寄港 で きる 商人 














ー つ の 港 に 寄港 で きる 江戸 商人 は 、4 人 まで で す 。 (上 方 商人 は 
含ま な い の で 、 上 方 商人 を 入れ る と 5 人 で す ) すでに 寄港 し て い 
る 商人 が 4 人 いる 港 の 場合 、 新 し い 商 人 は 、 そ の 中 と 誰か と 入れ 
替わり で 、 寄 港 許可 を 得る こと が で きま す 。 

一 度 寄港 の 許可 を 得 た 港 で も 、 他 の 商人 に と っ て 代わ られ る 可 
能 性 が あり ます か ら 、 勘定 奉行 と 藩 家老 へ の 挨拶 は 、 欠 か さ な い 
こと が 大 切 で す 。 

堺 と 江戸 は 、 す べ て の 江戸 商人 が 寄港 で きま す 。 (江戸 は 本 拠 地 
な の で 、 寄 港 と は 意味 が 違い ます が 、 許 可 無し で いら れる と いう 
だ で ず ) 





画面 右 下 の 


179670 叶 147 舎 


134950 條 





画面 右 下 に は 選ば れ て いる 港 (その 地方 ) で 生産 され て いる 産物 の 
一 覧 が 表示 され ます 。 

一 覧 に は 、 現 在 の 港 の 在庫 量 と 、 一 日 の 生産 量 が 表示 され ます 。 産 
物 名 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 産物 の 全国 の 在庫 量 と 生産 量 に 対し て 、 
その 港 が 占め る 割合 が 、 円 グラ フ で 表示 され ます 。 





産物 を 仕入れ る ーー 


お 店 の 商品 で ある 産物 を 仕入れ る に は 、 船 を 造り 、 船 頭 を 雇っ て 、 
仕入れ に 出さ な けれ ば な り ま せん 。 

船 を 造る っ P98 人 を 雇用 一 P95 

船 を 造っ て 船頭 を 雇っ た ら 、「 人 を 呼ぶ 」 で 、 船 頭 を 呼ん で 、「 船 を 
出港 させ る 」 を 選び ます 。 寄港 で きる 港 が 複数 ある 場合 は 、 リ スト が 
開き ます か ら 、 目 的 の 港 を クリ ッ ク し ます 。 


目的 地 を 選ぶ と 、 場 面 が 船着 き 場 に 変わ っ て 、 出 港 設定 ウィ ンド ウ 
が 開き ます 。 購 入 資金 と 購入 目的 の 産物 を 指定 し て 、 必 要 な ら 行 き に 
積ん で いく 産物 の 設定 を し 、 出 港 を クリ ッ ク す る と 、 船 が 目的 の 港 に 
向かっ て 出港 し ます 。 


出港 させ た 後 は 、 目 的 の 港 に 着く と 船頭 が 自動 的 に 仕入れ を し て 、 
江戸 に 帰っ て きま す 。 
船 が 無事 帰っ て くる と 、 仕 入れ た 産物 が 店 の 蔵 に 在庫 され ます 。 


出港 設定 ウィ ンド ウ の 内 容 と 操作 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 





船 の 種類 


出港 させ る 船 が 千石 船 か 高速 船 か を 表示 し ます 。 





産物 を 仕入れ る 





目的 地 と 日 数 
船 を 向かわ せる 港 の 名 前 と 、 そ こま で の 航海 に か か る 日 数 を 表示 し 
ます 。 片道 の 日 数 で すか ら 、 出港 させ て か ら 帰 っ て くる まで の 日 数 は 、 
表示 の 約 2 倍 に な り ま す 。 
目的 産物 


何 を 中 心 に 購入 する か の 設定 で す 。 ク リッ ク す る と リス ト が 開き 、 
その 中 か ら 選 択 し ます 。 


5994 ロ 中 
59940 自 





リス ト の 内 容 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 


園 各 産物 名 

その 港 で 仕入れ る こと が 出来 る 産物 名 が 並ん で いま す の で 、 目 的 の 
産物 を 選び ます 。 

購入 する 産物 を 設定 し た 場合 、 船 頭 は その 産物 を 最 優 先 に 仕入れ て 
きま す 。 

預け た 購入 資金 の 大 半 を 、 指 定 し た 産物 の 購入 に 使い ます が 、 船頭 
の 判断 で 、 指 定 し た 以外 の 産物 も つい で に 仕入れ て きま す 。 

仕 入 先 の 在庫 不足 や 、 そ の 港 に 権限 の ある 家老 や 奉行 の 圧力 な ど で 、 
あま り 仕 入れ られ な いこ と も あり ます 。 





堺 で の 仕入れ 


購入 資金 






自分 の お 店 で 直接 売れ な い ( 卸 せ な い ) 産物 を 購入 し た 場合 は 、 そ 
の 産物 を 扱う 問屋 に 買い 取っ て も ら う こと に な り ま す 。 
売却 する 一 P100 

画 無 指定 

特に 購入 する 産物 を 指定 せ すず に 、 船 頭 の 判断 に 任せ ます 。 船頭 は 、 
自分 の お 店 で 扱っ て いる 産物 を 優先 的 に 仕入れ て きま す 。 

通常 は 、 船 頭 の 判断 に 任せ て お け ば 困ら な いで し ょ う 。 

田無 購入 

何 も 購 入 し ませ ん 。 何 も せ ず に 行っ て 帰っ て くる だ け で は 無 意 味 で 
す が 、 和 荷物 ( 蔵 の 在庫 ) を 積ん で 出発 し 、 相 手 の 港 で 売っ て くる た め 
に 役立ち ます 。 


堺 の 港 で は 、 堺 で 生産 され る 産物 以外 に 、 上 方 商人 が 全国 か ら 仕 入 
れ て きた 産物 を 仕入れ る こと か が 出来 ます 。 日 本 中 の すべ て の 産物 は 、 
堺 で 手 に 入る と 言っ て いい で し ょ う 。 

港 を 選別 っ P62 

た だ し 、 堺 で の 仕入れ は 、 上 方 商人 の 利益 分 が 上 乗せ され て いる た 
め 、 産地 で 直接 仕入れ る より も 、 仕 入 値 は 高く な り ま す 。 


堺 で は 仕入れ られ る 産物 が 多 す ぎる の で 、 購 入 品 リ スト は 、 以 下 の 
よう に な っ て いま す 。 
一 自分 の 扱う 産物 

自分 の お 店 が 扱う 産物 を 購入 し ます 。 ク リッ ク す る と リス ト が 開き 、 
その 中 か ら 更 に どの 品目 を 購入 する か 選び ます 。 
画 そ の 他 の 産物 

自分 の お 店 で は 扱わ な い 産 物 を 購入 し ます 。 ク リッ ク す る と リス ト 
が 開き 、 産 物 ・ 品 目 の 順 に 、 購 入 す る も の を 選び ます 。 
田無 指定 
田無 購入 


船頭 に 持た せる 購入 資金 の 設定 で す 。 

船頭 は 、 こ こ で 渡し た 額 の 範囲 内 で 、 産 物 を 仕入れ て きま す 。 

た だ し 、 実 際 の 仕 入 値 は 船頭 に し か 分 か り ま せん か ら 、 渡 し た 金 の 
いく ら か は 、 船 頭 が ご ま か し て 自分 の も の に し て いる か も し れ ま せん 。 
最大 で 一 万 両 ま で 持た せる こと が で きま す 。 た だ し 、 金 蔵 の お 金 が 
少な いと き は 、 人 金蔵 の 半分 まで が 最高 額 に な り ま す 。 





産物 を 仕入れ る 


例 : 金蔵 に 一 万 二 千両 し か な か っ た ら 、 船 頭 に 持た せら れる の は 六 千 
両 ま で で す 。 
クリ ッ ク す る と 数 値 設定 ウィ ンド ウ が 開い て 、 金 額 を 設定 で きま す 。 


行き (往路 ) に 積ん で いく 産物 の 設定 で す 。 

積ん だ 産物 は 、 仕 入 先 の 港 で 船頭 が 売り さば いて きま す 。 

いく ら で 売 れる か は 相手 先 の 状況 と 船頭 の 交渉 力 次 第 で す 。 相手 先 
の 土地 に は な い 産 物 な ら 、 高 く 売れ る で し ょ う 。 た だ し 、 あ まり 大 量 
に 運ん で いっ て いも 、 安 く 買 いた た か れ て し まい ます 。 

堺 に は あら ゆる 産物 が あり ます か ら 、 売 り に 行っ て も 損 を する で し 
の 5 


売っ て 得 た お 金 は 、 仕 入れ 資金 の 足し に され ます 。 仕入れ を 無 購入 
に し て お け ば 、 売 れ た お 金 が その まま 返っ て きま す 。 


0 堺 28 日 


知 桂 
1000 両 










積載 量 表 示 
その 船 が 運べ る 荷物 の 量 を 表し ます 。 


田 最 大 積載 量 

船 の 最大 積載 量 で す 。 こ の 値 ま で 荷物 を 積む こと が 出来 ます 。 高速 
船 の 最大 積載 量 は 、 千 石 船 の 約 半分 で す 。 

田 残 り 積載 量 

船 の 残り 積載 量 で す 。 行 き に 荷物 を 積ん で 相手 の 港 で 売る 場合 に 、 
最大 積載 量 か ら 積 ん だ 和 荷物 の 分 を 引い た 値 が 表示 され ます 。 

何 も 積 まな いで 出発 する な ら 、 当 然 最大 積載 量 と 同じ で す 。 


在庫 表 


現在 の 蔵 の 在庫 状態 を 表示 し ます 。 何 を 仕入れ た ら よ いか の 参考 に 
な り ま す 。 
在庫 表 っ P77 


中 止 


出港 を 中 止 し ます 。 マウ ス 右 ボタ ン で も 同じ で す 。 





産物 を 仕入れ る 





設定 し た 内 容 で 出港 させ ます 。 








J ド 
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江戸 屋 の だ ん な 、 か えり を 楽し み に 待っ て 
て くん ね え 。 行っ て き や す ぜ 。 
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we 


6 両 1 分 総 在庫 晶 21000 和 中 
68 両 3 分 総 若 谷 量 100000 貢 | 
187 画 2 分 代金 0 両 


256 両 1 分 隠 金 2199 両 
3790 画 3 分 1 朱 人 金 上 842 両 1 分 1 朱 
















目的 の 港 に 大 量 に 在庫 が あっ て も 、 勘 定 奉行 や 沙 家 老 に 妊 わ れ 
て いる と 、 港 に 庄 力 が か けら れ て 、 自 分 は あま り 仕 入れ られ な い 
こと も あり ます 。 

寄港 の 許可 を も ら っ た か ら と いっ て 、 疎 遠 に し て いる と 、 知 ら 
な いと ころ で 損 を させ られ る こと に な り ま す 。 

特に 堺 は 日 本 中 の 商人 が 出入 り し て いる の で 、 産 物 の 奪い 合い 
は 識 烈 な も の が あり ます 。 





商品 の 販売 


蔵 に 在庫 され た 産物 は 、 商 品 と し て 販売 する こと で 売上 に な り ま す 。 
基本 的 に 、 商 品 は 時 間 が 経て ば 自動 的 に 売れ て いき ます 。 毎日 の 売 
れる 量 は 、 販 売 勢 力 で 決ま り ま す 。 江戸 全体 の 需要 は 決ま っ て いま 
すか ら 、 販 売 勢力 が 強い ほど 、 売 れる 量 が 増え て 、 売 上 が 大 きく な っ 
て いき ます 。 

販売 勢力 を 強く する た め に は 、 店 の 知名 度 を 上 げ る こと や 、 常 に 在 
庫 を 切ら さ な い よう に 仕入れ て いく こと が 大 切 で す 。 

販売 勢力 図っ P54 











産物 の 仕 入 先 を 増やす 還 


堺 以外 の 港 に 寄港 する に は 、 和 管理 者 に 許可 を も ら わ な けれ ば な り ま 
せん 。 
「 出かけ る 」 で 、 幕 府 直轄 地 の 場 合 は 勘定 奉行 、 各 藩 管理 地 の 場 合 
は その 潜 の 江戸 家老 の 屋敷 に 出かけ て 、 港 の 寄港 許可 を 申請 し ます 。 
出かけ る っ P82 


は じ め の うち は 、 全 く 相 手 に し て も ら え ませ ん が 、 何 度 も 手 土 産 を 
持っ て 挨拶 に 行く うち に 、 相 手 と 親密 に な り 、 申 請 を 受け て 審議 し て 
も ら え る よう に な り ま す 。 

た だ し 、 審 議 す る と の 約束 だ け な の で 、 そ れ だ け で は 許可 は も ら え 
ませ ん 。 許可 を 得る た め に は 、 更 に 手 土産 を 持っ て 、 何 度 も 挨拶 に 来 
な けれ ば な り ま せん 。 
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金子 に は 害 洪 秋 い 





SE 6 
TT 家族 な し 
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0 「 上 寄港 地 1 港 
売上 昨日 6 両 1 分 総 在庫 晶 21000 言 | | 何 を し ます か 
今月 68 両 3 分 総 茂 容 量 100000 軸 奇 付 を 申し で る 
月 月 187 両 2 分 代金 0 画 屋 需 を で る 
今年 256 両 1 分 財布 100 両 
量 年 。 3790 机 3 人 1 入 金融 2681 両 1 分 1 朱 8 











寄り 合い の 
中 止 


2 月 に 一 度 、 偶 数 月 の 十 五 日 に 、 自 分 を 含め て 、 同 じ 商 品 を 扱っ て 
いる 問屋 の 店 主 が 集まっ て 、 寄 り 合 い を 開き ます 。 

寄り 合い で は 、 情 報 交換 や 、 商 売上 の 協定 な ど に つい て 話し 合わ れ 
ます 。( 現 代 風 に 言う と 、 談 合 の こと で す 。 た だ し 、 元禄 時 代 で は 罪 に 
は 問わ れ ま せん 。) 

商人 の うち の 誰か が 提案 を し て きま すか ら 、 そ れ に 替 成す る か どう 
か を 決め る こと に な り ま す 。 贅 成 し た 内 容 が 出荷 調整 な ら 、 自 動 的 に 
設定 され ます 。 

賭 略 を 送る 場合 は 、 そ の 後 自分 で 賭 略 を 持っ て いか な けれ ば な り ま 
せん 。 


| 江戸 屋 さ ん 。 あな た も 賛成 し て いた 


中 で し ょ うな 。 





RPM4 の 
121 両 3 分 1 朱 
205 両 
701 両 1 分 3 朱 妹 布 
3790 画 3 分 1 朱 全 茂 

















寄り 合い で 決定 し た 出荷 調整 の 協定 を 無視 し て 、 儲 け を 独り 占 
めし た よう なか 場合 は 、 か な り の 恨み を 買う こと に な る で し ょ う 。 
誰か に 賭 貼 を 送る と 決ま っ た と き に 、 自 分 だ け 賭 略 を 送ら な け 
れ ば 、 そ の 相手 の 自分 に 対す る 印象 が 悪く な り ま す 。 逆 に 崎 賠 を 
寄り 合い で 決ま っ た 額 よ り 多く 渡せ ば 、 他 の 商人 より も 印象 が 良 
く な り ま す 。 








欠席 者 が 二 人 以 上 いた 場合 は 、 寄 り 合い は 開か れ ま せん 。 欠席 者 が 
一 人 の 場合 は 、 そ の まま 寄り 合い が 開か れ ま す 。 






寄り 合い 





自分 一 人 だ け 出 席 し な けれ ば 、 他 の 4 人 で 寄り 合い が 開か れ ま すか 
ら 、 自分 だ け 仲 間 外 れ の よう な こと に な っ て し まい ます 。 


寄り 合い を 大 
番頭 に 委任 す 
る 
寄り 合い は 大 番頭 に 委任 する こと が 出来 ます 。 
委任 する 場合 は 、「 報 告 必要 」 に し て 、 結 果 を 報告 させ る こと が 望ま 
らい で らし まう 
大 番頭 に 仕事 を 委任 する 。 P90 
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「 大 福 帳 」 の 中 の 、「 在 庫 表 」 で 、 蔵 に ある 商品 の うち わけ を 見 る こ 
と が で きま す 。 


商品 名 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 商品 の 在庫 状況 が 分 か り ま す 。 





在庫 表 





在庫 状況 の 
見 方 


在庫 状況 の 表示 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 





較 棒 グラ フ 

その 商品 の 1 日 ご と の 価格 変動 を 、 棒 グラ フ で 表し ます 。 現在 の 売 
値 と 標準 価格 の 比較 、 堺 で の 仕 入 値 と 江戸 の 売値 の 比較 等 が 分 か り ま 
す 。 

グラ フ の 見 方 は 、 以 下 の 通 り で す 。 


⑱@ グ ラフ の 横線 

その 商品 の 標準 価格 を 意味 し ます 。 棒 グラ フ の 頂上 が この 線 を 上 回 
っ て いれ ば 、 その 商品 の 相場 が 上 が っ て いる こと に な り ます 。 下回っ 
て いる 場合 は 、 相 場 が 下がっ て いる こと に な り ま す 。 

@ 黒 い 棒 グラ フ 

江戸 の 価格 (売値 ) が 堺 の 価格 ( 仕 入 値 ) を 上 回 っ て いる こと を 意 
味 し ます 。 

江戸 の 価格 か ら 堺 の 価格 を 引い て 、 相 殺さ れ た 分 は 無色 の 部 分 に な 
り 、 上 回 っ て いる 分 が 黒い 部 分 に な り ま す 。 黒い 部 分 が 長い ほど 、 利 
益 が 大 きい こと に な り ま す 。 

@ ホ い 棒 グ クラフ 

堺 の 価格 ( 仕 入 値 ) が 江戸 の 価格 (売値 ) を 上 回 っ て いる こと を 意 
味 し ます 。 

堺 の 価格 か ら 江 戸 の 価格 を 引い て 、 相 殺さ れ た 分 は 無色 の 部 分 に な 


り 、 上 回 っ て いる 分 が 赤い 部 分 に な り ま す 。 
この 状態 で 販売 し て も 、 赤字 に な っ て し まい 、 利益 は 得 ら れ ま せん 。 
赤い 部 分 が 長い ほど 、 損 失 が 大 きい こと に な り ま す 。 


産物 を 堺 か ら で は な く 、 産 地 か ら 直 接 仕入れ て いる な ら 、 ほ と ん ど 
の 場合 、 仕 入 値 (価格 ) は 堺 よ り 安 く な り ま す 。 こ の 場合 、 グ ラフ か 
ら 利 益 は 見 えて きま せん が 、 江 戸 の 相場 か ら だ いた い 想 像 は つく で し 
9 


画 円 グラ フ 

現在 の 江戸 の 問屋 に ある 全て の 在庫 量 に 対し て 、 自 分 の 店 の 在庫 が 
占め る 割合 で す 。 この 割合 が 低けれ ば 、 他 の 問屋 が 大 量 に 在庫 を 持っ 
て いる こと に な り ま す 。 

割合 が 圧倒 的 に 高けれ ば 、 そ の 商品 の 江戸 へ の 供給 は 、 自 分 が 握っ 
て いる よう な も の で す 。 

田 在 庫 

現在 蔵 に ある 在庫 量 で す 。 

一 日 数 

現在 の 顧客 (販売 勢力 ) に 対し て 通常 に 出荷 し た 場合 に 、 何 日 分 の 
在庫 が ある か を 表し ます 。 

田 輸 送 

船頭 が 仕入れ て 、 江 戸 に 向かっ て 輸送 中 の 量 で す 。 









商品 の 出荷 量 (売り に 出す 量 ) の 調整 を し ます 。 

寄り 合い で 決め た 出荷 量 か ら 変 更 す る と き な ど に 、 こ の コマ ンド を 
使用 し ます 。 また 、 公 儀 御 用 達 を 受け て 在庫 を 著 え な けれ ば ば ならない 
と き な ど に も 活用 で きま す 。 

この コマ ンド を クリ ッ ク す る と 、 扱 っ て いる 商品 の 一 覧 と 、 在 庫 量 
が 表示 され ます 。 こ こ で 各 商 品 ご と に 、 出 荷 の 割合 と 、 日 数 を 設定 で 
きま す 。 





中 





3474 叶 


8 人 散 シ ン 
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11 両 1 分 1 朱 総 在庫 量 
133 画 2 朱 容量 
205 両 
712 両 3 分 隠 全 600 両 
3790 両 3 分 1 朱 金 世 3673 両 1 分 3 朱 








出荷 量 の 設定 


出荷 量 は 、 出 荷 調整 を し て いな いと き は 、「 通 常 」 と 表示 され ます 。 
クリ ッ ク す る と リス ト が 開き 、 以 下 の 中 か ら 選 ぶ こ と が で きま す 。 


人 人 五 着 

出荷 量 を 、 通 常 の 五 割 (半分 ) に し ます 。 
@ 二 妊 

出荷 量 を 、 通 常 の 二 割 ( 五 分 の 一 ) に し ます 。 
@ 停 目 


出荷 を 停止 し て 、 販 売 を し ませ ん 。 


出荷 調整 を や め た いと き は 、 もう一度 クリ ッ ク し て 、 リ スト の 「 通 
常 」 を 選び ます 。 





日 数 の 設定 


設定 し た 出荷 調整 を 、 何 日 続け る か の 設定 で す 。 
出荷 調整 を し て いな いと き は 「 一 一 」 と 表示 され ます 。 ク リッ ク す 
る と 、 数 値 設定 ウィ ンド ウ が 開き 、 日 数 を 設定 で きま す 。 





出かけ る 


自分 が どこ か に 出かけ る た め の コ マン ド で す 。 

この コマ ンド を 実行 する と 、 ゲ ー ム 内 で の 時 間 が 経過 し ます 。. 出 か 
け 先 に 行っ て 帰っ て くる と 、 一 日 が 経ち ます 。 

出かけ た 先 の 帰り 道 で 、 人 と 会 うこ と が あり ます 。 そ こ で ちょ っ と 
し た ドラ マ が お こる こと も あり ます 。 

旅 に 出 た 場合 は 、 そ の 旅 の 行程 分 の 日 に ち が 経 過 し ます 。 
出かけ 先 に は 、 以 下 の も の が あり ます 。 


幕府 重臣 の 
屋敷 


江戸 幕府 の 重臣 (重要 な 役職 に 就 い て いる 役人 ) の と ころ へ 行き ま 


行き 先 に よっ て 目的 は 変わ り ま す が 、 基 本 的 に 、 人 脈 を 強め て 、 自 
分 に 有利 な 取り は か らい を し て も ら う た め の ご 挨拶 で す 。 

各 重 臣 の 役職 の 内 容 に つい て は 、「 付 録 」 を 参照 し て くだ さい 。 
出かけ る 前 に 、 以 下 の 行 動 が と れ ま す 。 


田 考 え 直 す 

出かけ る の を 取り 消し ます 。 

一 手 土産 を 決め る 

相手 に 持っ て いく 、 手 みや げ を 選び ます 。 江戸 の 一 般 的 な お 菓子 で 
す が 、 そ の 本 質 は 、 菓 子 箱 の 底 に 入れ て お く お金 「 袖 の 下 」 に あり ま 
す 。 お 金 の 入っ て いな い 手 土産 は 、 意 味 が な い の と 同じ で す 。 

手 土産 を 選ぶ と 、 数 値 設定 ウィ ンド ウ が 開い て 、 菓 子 箱 の 底 に 入れ 
て お く 金 額 を 決め られ ます 。 
田 手 土産 を 確認 する 

手みやげ を 決め た 後に 登場 し ます 。 ク リッ ク す る と 、 手 みや げ の 仕 
組み が 分 か り ま す 。 


諸 藩 江戸 屋敷 
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田 お 店 を 出る 

その 行き 先 に 出かけ ます 。 ク リッ ク す る と 、 相 手 の 屋 敷 に 場面 が 変 
わっ て 、「 屋 敷 で の 行動 」 に な り ま す 。 

始め て 訪問 する と き 、 世 話 人 が 相手 と 交友 が あっ た りす れ ば 、 紹 介 
状 を 書い て も ら え ます 。 


諸 藩 の 中 で も 、 直 接 管 理 し て いる 港 を 持っ て いる 藩 の 、 江 戸屋 敷 に 


出かけ ます 。 
その 藩 の 江戸 家老 に 会 っ て 、 港 の 寄港 許可 を 得る た め の 挨 拶 が 、 主 
な 目的 で す 。 


出かけ る 前 に 、 以 下 の 行動 が と れ ま す 。 そ れ ぞ れ の 内 容 は 、「 幕 府 重 
臣 の 屋敷 」 の 場合 と 同じ で す 。 
一 考え 直す 
玉手 土産 を 決め る 
画 手 土産 を 確認 する 
田 お 店 を 出る 





出かけ る 


屋敷 で の 行動 


屋敷 に 着く と 、 場 面 が 変わ り 、 訪 問 相手 が 登場 し ます 。 ここ で は 、 
以下 の 行動 を と る こと が で きま す 。 








江戸 屋 か 。 し て 何 の 用 で あろ う や 。 


ER 


お 国貞 


21 
年 
し 
人 
時 


re SO > A 





11 両 1 分 1 朱 総 人 
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田 話 を 聞く 

相手 と 親密 に な っ て くる と 現れ ます 。 相手 の 相 談 事 に の り ま す 。 
田 紹 介 状 を 渡す 

世話 人 に 紹介 状 を 書い て も ら っ た と きだ け 現 れ ま す 。 

紹介 状 を 渡す こと で 、 多 少 相 手 の 信 用 が 得 ら れ ま す 。 
田 手 みや げ を 渡す 

手 土産 を 持っ て きた と きだ け 現 れ ま す 。 

手 土産 は 一 度 鷹 め た ぐら いで は 受け 取っ て くれ ませ ん 。 断ら れ て も 
し つこ く 何 度 も 薦め て いる と 、 そ の うち 受け 取っ て も ら え ます 。 相手 
と 親密 に な る ほど 、 簡 単に 受け 取っ て も ら え る よう に な り ま す 。 

手 土産 の 底 に 丸 ば せ た お金 は 、 相 手 個 人 の も の と な り 、 主 に その 人 
の 権力 争い の 資金 に 使わ れ ま す 。 

田 寄 付 を 申し 出る 

幕府 (また は 藩 ) に 寄付 を し ます 。 

寄付 し た お 金 は 、 港 の 整備 や 、 産 物 の 生産 向上 に 使わ れ ま す 。 場合 
に よっ て は 、 新 た な 産物 が 生ま れる か も 知れ ませ ん 。 

た だ し 、 相 手 の 人 格 に も より ます が 、 寄 付 し た お 金 の うち の 何 割 か 
は 、 相 手 個人 が 着服 (自分 の も の に ) し て し まい ます 。 こ れ も 周 ( 手 
土産 に 入れ た 人 金 ) と 同じ よう に 使わ れ ま す 。 

寄付 を 申し 出る と 、 数 値 設 定 ウ ィ ン ド ウ が 開い て 、 寄 付 の 金額 を 決 


め ら れ ま す 。 
田屋 敷 を で る 
屋敷 を 出 て 自分 の お 店 に 帰っ て きま す 。 帰っ て くる と 一 日 が 経ち ま 





す 。 
田 寄 港 の 許可 を 願う 

相手 が 勘定 奉行 か 諸 藩 家老 の 場合 だ け 現 れ ま す 。 港 の 寄港 許可 を 願 
いま す 。 

産物 の 仕 入 先 を 増やす つ P74 


遊び 場所 


小遣い を 持っ て 遊び に 行き ます 。 それ ぞ れ の 行き 先 に は 出かけ る の 
に 最低 必要 な 額 が あり ます か ら 、 そ れ だ け の 隠 金 が な けれ ば 出かけ ら 
れ ま せん 。 

遊び に つい て 来 た が る 者 も いま す の で 、 連 れ て いっ て あげ て も いい 
で し ょ う 。 お供 を 連れ て いっ た 場合 は 、 そ の 分 の お 人 金 も 払 っ て あげ る 
で に だ なり ます 。 
博打 を 打つ 一 P121 
吉原 で 遊ぶ ーP117 








旅 に 出る 


江戸 を 出 て 、 長 期 の 旅行 に 出かけ ます 。 旅行 中 は 普段 の 行動 は お こ 
な えま せん 。 

旅 の 途中 、 江 戸 で 何 か 事 件 が 起き た ら 、 店 か ら の 使い が 来 て 、 急 い 
で 引き 返す こと も あり ます 。 





3 i Rs 





_139 人 金 











江戸 の 港 に 出向 きま す 。 港 に 船頭 が いる と き は 、 こ こ て で 船頭 に 、 抜 
け 荷 の 買い 付け を 命ずる こと が で きま す 。 了 断る 船頭 に は 、 特 別に 小 遣 
い を あげる と 良い で し ょ う 。 


出港 に 関す る 操作 は 、 通 常 の 産物 の 仕入れ と 同じ で す 。 
産物 を 仕入れ る P67 





12 両 3 朱 総 在庫 
0 両 
224 両 3 人 3 泉 : いる か の 又吉 に 
3790 両 3 分 1 朱 全 船 の 様子 を きく 
| 特別 に 小 選 い を や る 上 
抜け 荷 を 依頼 する 








抜け 荷 の 買い 付け は 、 船 頭 と 自分 以外 に は 誰 に も 知ら れ ぬ うち に お 
こ な わ れ ま す 。 無事 に 仕入れ が すん で 、 店 の 蔵 に 在庫 され た 時 点 で 、 
始め て 店 の 人 間 が 知る こと に な り ま す 。 

抜け 荷 は 以下 の 2 種類 に 分 ける こと が で きま す 。 


田 通 常 の 産物 

日 本 で も 仕入れ る こと が で き て 、 普 通 に 売れ る も の で す 。 た だ し 、 
日 本 より も 人 遥か に 安く 、 大 量 に 仕入れ る こと が で きま す 。 

仕入れ に 成功 し て 蔵 に 入っ て し まえ ば 、 他 の 在庫 と の 区 別 は な く な 
り ま す 。 
田 ご 禁制 の 品 

阿片 や 綱 な ど 、 幕 府 に よっ て 、 売 買 そ の も の を 禁じ られ て いる 産物 
で す 。 蔵 に ある の が 見 つか っ た ら 、 罪 に な り ま す 。 

これ ら の ご 禁制 の 品 は 、 世 話 人 を 介し て 、 や く ざ に 売る こと に な り 


ます 。 


ご 禁制 の 品 の 売却 一 P100 





出かけ る 





田 甘 の 家 
美 を 囲っ て いる 場合 に 現れ ます 。 葵 の 家 に 行き ます 。 
答 の 家 で は 以下 の 行動 が と れ ま す 。 


@ お 小遣い を あげ る 

毎月 の 手当 と は 別に 、 小 遣い を あげ ます 。 数 値 設 定 ウ ィ ン ド ウ が 開 
き 、 人 金額 を 指定 で きま す 。 

人 @ 手 当 を 上 げ る 

姜 に は 、 毎 月 自分 の 小遣い か ら 手 当 (養い 費 ) を 払い ます 。 ここ で 
その 人 金額 を 上 げ る こと が 出来 ます 。 

数 値 設定 ウィ ンド ウ が 開き 、 人 金額 を 指定 で きま す 。 

手当 は 自動 的 に 毎月 1 日 に 隠 金 か ら 引か れ ま す 。 

@ 妻 に する 

甘 を 正妻 に し ます 。 す で に 正妻 が いる と き は 、 女 房 と 離縁 し て か ら 
に な り ま す 。 

人 @ 捨 て る 

葵 を 捨て ます 。 (奉公 人 で 言う な ら 、 解 雇 に 当て は まり ます ) 

人 @ 泊 まる 

半 の 家 に 泊まり ます 。 数 値 設定 ウィ ンド ウ が 開き 、 日 数 を 指定 で き 
ます 。 





お 小遣い を あ 
げ る 


雇用 し て いる 人 た ち を 呼ん で 、 何 か を 指示 し ます 。 それぞれ の 役柄 
に つい て は 、「 付 録 」 を 参照 し て くだ さい 。 

読ん だ 相手 に 対し て 、 以 下 の 行 動 を と れ ま す 。 
※ こ の コマ ンド で は 時 間 は 経過 し ませ ん 。 


奉公 人 の 場合 だ け 現 れ ま す 。 

毎月 の 手当 と は 別に 、 小 遣い を あげ ます 。 小遣い は 店 の 金蔵 か ら で 
は な く 、 隠 金 (自分 の 財布 ) か ら 出 し ます 。 ク リッ ク す る と 数 値 設定 
ウィ ンド ウ が 開き 、 人 金額 を 設定 で きま す 。 

雇っ た 人 た ち に 上 慕 わ れる に は 、 自 分 も 一 緒 に 働く より 、 た と え 遊 び 
回 っ て いて も 、 と きど き 小 遣い を あげ る 方 が 、 有 効 で す 。 


旅 に 行か せる 


湯治 (温泉 で 療養 ) や 、 お 参り に 行か せま す 。 日頃 の 働き を ね ぎら 
う 、 と いっ た 意味 あい で す 。 

旅 に 行っ て いる 間 は 、 そ の 人 が いな いと で き な い コマ ンド は お こ な 
えま せん 。 


給 金 を 上 げ る 


その 人 の 毎月 の 給 金 (手当 ) を 値上げ し ます 。 小 遣い と 違っ て 、 仕 
事 に 対す る 正当 な 評価 と し て 扱わ れ ま す 。 
給 金 を 下げ ける こと は で きま せん 。 


解雇 する 


その 人 を 解雇 (や め さ せ る ) し ます 。 奉公 人 の 場合 、 解 雇 し た ら も 
う 一 度 雇う こと は で きま せん か ら 、 慎 重 に お こ な う 必要 が あり ます 。 
解雇 する と き に 慰労 金 (現代 で いう な ら 退 職 金 で す が 、 法律 が ある 
わけ で は あり ませ ん ) を 払う か どう か の 選択 が あり ます 。 慰労 金 を 払 
わな いと 、 そ の 人 の 恨み を 買う か も 知れ ませ ん 。 


昇格 させ る 


手 代 を 番頭 に 、 番 頭 を 大 番頭 に 昇格 させ ます 。 丁稚 は 18 歳 に な る と 
目 動 的 に 手 代 に な り ま す 。 


船 を 出港 させ 
る 


船頭 に 対し て 指示 で きま す 。 船 で 産物 を 仕入れ に 行か せま す 。 
産物 を 仕入れ る 一 P67 





大 番頭 に 仕事 を 委任 する 





船 を 修理 させ 
る 


船頭 に 対し て 指示 で きま す 。 乗 っ て いる 船 を 修理 させ ます 。 
副 訂 緑 する 
相手 が 正妻 の 場合 だ け 現 れ ま す 。 離縁 し て 家 か ら 追 い 出し ます 。 


大 番頭 に は 、 上 自分 の 仕事 を 任せ る こと が で きま す 。 

それ ぞ れ の 仕事 内 容 ご と に 、 報 告 の 必要 不要 が 設定 で きま す 。 報告 
必要 に する と 、 何 か あぁ ある た びに 大 番頭 が 報告 する の で 、 状 況 が つか め 
ます 。 店 の 経営 は 全く 気 に し な いと いう の な ら 、 す べ て 大 番頭 に 委任 
し て 報告 不要 に すれ ば 、 自 分 は 博打 場 で 遊ん で いる だ け で も 、 ゲ ー ム 
は 進ん で いき ます 。 

た だ し 、 大 番頭 の 能力 が 低けれ ば 、 経 営 は 悪化 し て いく で し ょ う 。 
また 、 大 番頭 が 病気 で 倒れ て いる 間 は 、 自 分 で 仕事 を し な けれ ば な 
り ま せん 。 
注 : 仕事 の 委任 は 最後 に 「 決 定 」 を クリ ッ ク し な いと 設定 され な い の 
で 、 決 定 を クリ ッ ク し て 終了 し ます 。 

任せ る 仕事 の 内 容 は 、 以 下 の よ うに 分 か れ て いま す 。 


_ 大 益 吾 に 委任 





画 お 店 の 管理 

蔵 の 増設 等 を 任せ ます 。 
画 船 の 建造 

新た に 船 を 造っ た り 、 修 理 し た り を すべ て 任せ ます 。 店 の 規模 が 大 
きく な れ ば 、 船 も 増やし て いき ます 。 
田 船 頭 の 管理 

船頭 の 雇用 を 任せ ます 。 

船頭 の 管理 を 任せ る と 、 産 物 の 仕入れ も 任せ た こと に な り ま す 。 必 
要 に 応じ て 、 産 物 を 仕入れ て いき ます 。 
画 世 話 人 の 管理 

世話 人 の 雇用 を 任せ ます 。 

田 用 心 棒 の 管理 

用 心 棒 の 雇用 を 任せ ます 。 大 番頭 は ある 程度 お 店 が 大 きく な る まで 
用 心 棒 を 雇 わ な い の で 、 自 分 で 連れ 歩き た い 用 心 棒 を 先 に 雇っ て か ら 、 
委任 する の も いい で し ょ う 。 

画 奉 公 人 の 管理 

丁稚 、 手 代 の 雇用 や 昇格 、 昇 給 を 任せ ます 。 昇格 や 昇給 は 能力 より 
も 大 番頭 の 好き 嫌い で 決ま る こと が 多い よう で す 。 

田 冠 婚 非 祭 金 額 

祝い 金 や 見 舞 金 、 ご 祝儀 な どの 支払 い を 任せ ます 。 適切 な 額 を 払い 
ます が 、 大 盤 振 舞 す る こと は な い の で 、 そ れ ほ ど 評 判 は 良く な り ま せ 
ん 。 
田 金 の 移動 

隠 金 の 管理 と 、 借 金 を 任せ ます 。 これ を 任せ る と 、 大 番頭 は お 店 の 
経営 が 苦し く な る と 、 毎 月 の 隠 金 の 金額 が 減ら し た り 、 隠 金 か ら 金 蔵 
に お 金 を 戻し た り し ます 。 

この 項目 は どちら か と いえ ば 、 大 番頭 に 任せ な い 方 が いい で し ょ う 。 
田 袖 の 下 

手 土産 に 入れ る お 人 金 ( 袖 の 下 ) の 金額 を 任せ ます 。 
画 産 物 売 買 

他 の 商人 と の 産物 の 売買 を 任せ ます 。 
田 寄 り 合 い 

寄り 合い を 任せ ます 。 これ を 任せ る と 、 大 番頭 が 自分 の 代わ り に 寄 
り 合 い に 出 席 し ます 。 
寄り 合い つっ P75 








大 番頭 に 任せ られ な い 仕事 


以下 の も の は 、 大 番頭 に 任せ た 気 に な っ て し まい が ち で す が 、 任 せ 
る こと は で き な い の で 、 忘 れず に 自分 で お こ な わ な けれ ば な り ま せん 。 


0⑧ 小遣い を あげ る 

⑧ 旅 に 行か せる 

⑨⑧ 寄 港 の 許可 を 願う 

⑧ 技 け 荷 の 仕入れ と 売却 





し か け 変 更 


名 前 を 変更 


屋号 を 変更 


船 名 を 変更 


家紋 を 変更 


操作 方 法 や 、 画 面 家 示 の 設定 、 セ ー ブ ・ ロ ー ド な ど 、 ゲ ダー ムシ ステ 
ム に 関す る コマ ンド て で す 。 
※ こ の コマ ンド で は 時 間 は 経過 し ませ ん 。 


ゲー ムシ ステ ム の 設定 で す 。 ゲ ー ム の 内 容 自体 に は 影響 し ませ ん 。 
ユー ザー が プレ イ し や すい よう に 表示 や 入力 方 法 を 変え る 機能 で す 。 
し か け 変 更 つ P103 


自分 の 名 前 を 付け 替え ます 。 
各種 名 称 の 変更 っ P107 


屋号 (自分 の 名 字 = 店 の 名 前 ) を 付け 替え ます 。 
各種 名 称 の 変更 つ P107 


船 の 名 前 を 付け 替え ます 。 
各種 名 称 の 変更 つ P107 


家紋 ( 家 の 紋 章 = 店 の マー ク ) を 描き 換え ます 。 
家紋 を 変更 っ P110 

田 時 間 の 変更 

ゲー ム ス ピ ー ド の 設定 で す 。 せ り ふ の 表示 され る 時 間 と 、 日 に ちの 
流れ る 早 さ を 設定 で きま す 。 

下向き の 三角 マー ク を クリ ッ ク す る と 、 ス ピー ド が 速く な り ま す 。 


上 向き の 三角 マー ク で 遅く な り ま す 。 


※ 赤い 目盛 り が 少な い ほ ど 、 早 く な り ま す 。 


記録 する 





ユー ザー ディ スク に ゲー ム 途 中 の デー タ を セー プ ブ し ます 。 

| 枚 の ユー ザー ディ スク に | つの デー タ を セー ブ で きま す 。 セーブ 
を する と 、 そ の 前 に セー ブ プ さ れ て いた デー タ は 上 書き され て 消え て し 
まい ます 。 


読み 込む 


ユー ザー ディ スク か ら ゲ ー ム 途中 の デー タ を ロー ド し ます 。 


ディ スク 作成 


ゲー ム デ ー タ を セー プ す る た め の 、 ユ ー ザ ー デ ィ ス ク を 作成 し ます 。 
ユー ザー ディ スク の た め に 、 新 た に 購入 する か 、 内 容 を 消去 し て も 構 
わな い フ ロッ ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 

パッ ケー ジ に 添付 の 「USER DISK MASTER」 の 内 容 を 、 用 意 し た フ 
回 EE デイ スグ に 当 ビ ピート し ます 

※USER DISK MASTER は その まま コピ ー で きま す の で 、 あ ら か じ め 、MS--DOS や NOTE メ 
ニュ ー で ディ スク コピ ビ ピー し て お いて も 構い ませ ん 。 


注 :USER DISK MASTER に は 、 直 接 セ ー ブ し な いで くだ さい 。USER 
DISK MASTER は ライ トブ プロ テク ト を し て (購入 時 の まま ) 使用 し て く 
だ さい 。 


人 生 を や り 直 
す 


ゲー ム を 初め か ら や り 直 し ます 。 現在 の プレ イ 状 況 は 終了 し て し ま 
う ので 、 注 意 が 必要 で す 。 


終了 する 


ゲー ム を 終了 し ます 。 セ ー ブ は され ませ ん の で 、 続 き を プレ イ し た 
い 場 合 は 、「 記 録 す る 」 を お こ な っ て か ら 終 了 し て くだ さい 。 





お 店 を 運営 し て いく た め に 必要 な 人 た ち を 雇う コマ ンド で す 。 
職業 ご と に リス ト が 分 けら れ て いま す 。 各 職業 に つい て の 説明 は 、 
「 付 録 」 を 参照 し て くだ さい 。 

人 名 を クリ ッ ク す る と 、 以 下 の コ マン ド が お こ な え ます 。 

※ 相 手 に よっ て 、 出 て くる コマ ンド に 違い が あり ます 。 


田 雇 用 する 

その 人 を 雇用 し ます 。 手 当 の 希望 が ある 人 は 、「 欲 し い お 手 当 を 聞く 」 
を お こ な っ て か ら 雇 用 し ます 。 

田 雇 用 し な い 

その 人 を 雇用 し ませ ん 。 ク リッ ク す る と 、 人 の リス ト に 戻り ます 。 
画 世 間 の 評判 を 聞く 

その 人 の 世間 の 評判 を 調べ ます 。 

田 欲 し い お 手 当 を 聞く 

その 人 が 希望 する 、 毎 月 の お 手当 ( 給 金 ) を 聞き ます 。 雇っ た ら 、 
毎月 この 額 が この 人 に 自動 的 に 支払 われ ます 。 

一 腕前 を 聞く 

用 心 棒 は 、 雇 う 前 に その 人 の 腕前 を 見 る こと が で きま す 。 ク リッ ク 
する と 、 用 心 棒 が 試し 切り を し ます 。 


日 全休 の お 店 る 四 2 年 DAtra 


RU 
1 IN 0 We 


om これ が 相場 と 心得 る が いか が か 








12 画 3 朱 
145 両 1 分 1 朱 
ZD 両 
724 両 3 分 3 朱 隠 重 
3790 両 3 分 1 朱 3545 両 2 分 2 朱 











一 名 前 の 由来 を 聞く 
名 前 に 通り 名 (あだ名 の よう な も の ) が つい て いる 人 に は 、 そ の 名 
前 の 由来 を 聞く こと が で きま す 。 








雇っ て いる 人 を 解雇 (や め さ せ る ) し ます 。 奉公 人 の 場合 、 解 雇 し 
た ら も う 一 度 雇 うこ と は で きま せん か ら 、 慎 重 に お こ な う 必要 が あり 
ます 。 

解 雇 する と き に 慰労 金 (現代 で いう な ら 退 職 金 で す が 、 法律 が ある 
わけ で は あり ませ ん ) を 払う か どう か の 選択 が あり ます 。 感 労 金 を 払 
わな いと 、 そ の 人 の 恨み を 買う か も 知れ ませ ん 。 








へ 


] 


a 
だ ん な 様 、 首 ーー 


J 和 和 に 
え 直 し 
中 て くだ さい 。 


13 画 1 分 3 朱 一 35329 員 WW 
158 両 Ha 傘 量 100000 員 解 選 し ます 


205 両 0 両 
738 両 1 分 2 朱 隠 全 600 画 


5700 誠 1 金 業 ” 3548 末 [ 【 いい え が 








ON ON 

: 産物 の 仕入れ は 、 購 入 で お こ な う の で あり ませ ん 。「 人 を 呼ぶ 」 で 

"船頭 を 呼ん で 、 港 を 出港 き せ て 、 仕 入れ に 行か せま す 。 
産物 を 仕入れ る 一 P67 


購入 の 内 容 は 、 以 下 の よ うに 分 か れ て いま す 。 


蔵 を 建て る 


産物 を 在庫 する 蔵 を 新しく 建て ます 。 ゲ ー ム スタ ー ト 時 に は 、 蔵 は 

で す 。 

I つね に 大 量 の 在庫 が 必要 に な っ て き 
ます 。 そ うし た 場合 に は 蔵 を 増設 し て 、 最 大 在庫 量 を 増やし て お く と 
良い で し ょ う 。 

蔵 の 増設 の 必要 性 は 、 扱 う 産 物 に よっ て も 違っ て きま す 。 材木 の よ 
うに 大 きい 産物 を 扱う 問屋 は 、 す ぐに 蔵 が 埋まっ て し まう で し ょ うし 、 
\ 間 物 問 屋 な どの 小さ く て 単価 の 高い 産物 を 扱う 間 屋 は 、 少 な い 蔵 で 
も それ ほど 在庫 に 因 ら な いで し ょ 3 う 。 

蔵 が で きる まで 時 間 が か か り ま すか ら 、 急 に 必要 に な っ て か ら で は 
遅い か も 知れ ませ ん 。 





ン ラング 
ンク ンク: 
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購入 する 


船 を 造る 
産物 を 仕入れ に 行く た め の 、 食 易 船 を 造り ます 。 出来 て いる 船 を 買 
MM 船 大 工 に お 金 を 払っ て 造ら せま す 。 当然 、 完 成す る ま 
に 時 間 が か か り まず 。 
i は 以下 の 2 種類 が あり ます 。 扱う 産物 に よっ て 、 適 し て いる 方 
を 使用 する と 良い で し ょ う 。 
田 千 石 船 
大 型 の 禄 易 船 で す 。 
一 度 に 大 量 の 輸送 を お こ な う の に 向い て いま す 。 
田高 速 船 
小型 で 速度 の 速い 貿易 船 で す 。 
最大 積載 量 は 千石 船 の 約 半 分 、 速 度 は 千石 船 の 約 2 倍 (千石 船 の 約 
半分 の 日 数 で 往復 ) で す 。 
あま り 大 量 に は 扱わ な い 産 物 や 、 急 ぎの 輸送 に 向い て いま す 。 
産物 を 購入 す 
る 
目 分 と は 別 の 産物 を 扱っ て いる 問屋 が 、 自 分 が 扱え る 産物 を 持っ て 
いる 場合 、 そ れ を 買い 取る こと が で きま す 。 
例 : 目 分 が 材木 問屋 で 、 酒 問屋 が 杉 材 を 持っ て いた 場合 、 そ こ か ら 杉 
材 を 買う こと が で きま す 。 
上 軸 い た い 産 物 を 選ぶ と 、 世 話 人 が 、 在 庫 を 抱え て いる 商人 を 捜し て 
きま す 。 産地 か ら 仕入れ る より 高く つく 場合 が 多い で す が 、 利 益 が 出 
な い ほ ど で は あり ませ ん 。 ど うし て も 急ぎ で 在庫 が 必要 で 、 仕 入れ に 
行っ て いる 時 間 が な いと き な ど に 活用 する と 良い で し ょ う 。 
こう いっ た 産物 は 、 相 手 か ら 売り に 来る こと も あり ます 。 
庭 を 造る 


お 店 の 敷地 に 立派 な 庭園 を 造り ます 。 あ まり 深い 意味 は あり ませ ん 
が 、 一 流 の 商人 な ら 店 構え に も 気 を 配り た いも の で す 。 


か わら 版 を 買 


2 


富 く じ を 買う 


毎月 五 日 の 、 か わら 版 の 発売 日 に だ け 現 れ ま す 。 か わら 版 を 買い ま 
す 。 代金 は | 部 | 朱 で す 。 お 店 に 大 番頭 が いれ ば 、 自 動 的 に 大 番頭 が 
か わら 版 を 買っ て お きま す 。 

か わら 版 を 見 る 一 P49 


毎月 十 日 の 、 富 くじ の 発売 日 に だ け 現 れ ま す 。 富 くじ を 買い ます 。 
富 く じ つ ーP114 









産物 の 売却 


ご 禁制 の 品 の 
売却 





売却 の 内 容 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 


目 分 の お 店 で 商品 と し て 扱っ て いな い 種 類 の 産物 を 、 そ の 産物 を 扱 
う 問屋 に 売り 払い ます 。 売り た い 産 物 を 選ぶ と 、 世 話 人 が 買い 取っ て 
くれ る 問屋 を 捜し て きま す 。 


抜け 荷 で 仕入れ た ご 禁制 の 品 を 売り さば きま す 。 売 り た い 産物 を 選 
ぶ と 、 世 話 人 が 買い 取っ て くれ る や く ざ を 捜し て きま す 。 

世話 人 が 善良 な 人 で 、 や く ざ と の つなが り が な いと 、 な か な か 買い 
取り 相手 が 見 つか り ま せん 。 


いら な く な っ た 船 を 売却 し ます 。 高 性 能 な 新型 船 が 後 か ら 出 て きた 
り は し ませ ん し 、 船 に 資産 税 が か か る わけ で も あり ませ ん か ら ( 港 の 
使用 料 は 必要 で す が )、 よ ほど 金 に 困ら な い 限 り 船 を 売る 必要 は な いで 
らら 

船 は 使っ て いる うち に 老朽 化し て 壊れ や すく な る の で 、 沈没 し そう 
で 使え な い 船 を 処分 する に は いい で し ょ う 。 





金蔵 と 隠 金 の 間 の 金 の 移動 や 、 借 金 を お こ な う コマ ンド で す 。 
金 の 移動 は 、 以 下 の よ うに 分 か れ て いま す 。 
※ こ の コマ ンド で は 時 間 は 経過 し ませ ん 。 

毎月 の 隠 金 の 


金額 

毎月 | 日 に 、 金 蔵 か ら 隠 金 に お 金 を 移し ます 。 ここ で その 額 を 設定 

し ます 。 

クリ ッ ク す る と 、 数 値 設 定 ウ ィ ン ド ウ が 開い て 、 金 額 を 設定 で きま 
隠 金 は 自分 の 小遣い な の で 、 多 けれ ば 多い ほど 派手 に 遊ぶ こと が 出 
来 ま す 。 隠 金 が いく ら あ っ て も 罪 に は な り ま せん 。 た だ し 、 あ まり 多 
くす る と 、 店 の 人 間 の 反感 を か っ て し まい ます 。 
反感 を 押さ える に は 、 隠 金 を 減ら す 方 法 も あり ます が 、 店 の 人 間 に 
小遣い を あげ る 方 が 有効 で す 。 


隠 金 を 金蔵 に 
戻す 
隠 金 に 鞭 え た お 人 金 を 、 金蔵 に 戻し ます 。 
盗賊 に 入ら れ た と き 、 盗 賊 は 金蔵 か ら お 金 を 持っ て いき ます が 、 隅 
金 に は 気が付き ませ ん の で 、 隠 金 は 無事 その まま 残り ます 。 
隠 金 は 、 い ざと いう と き の 蓄 えと し て の 意味 も ある の で す 。 


借金 を する 


他 の 商人 か ら 借 金 を し ます 。 貸し て くれ る 相手 が いな けれ ば 、 億 人 金 
は で きま せん 。 貸し て くれ る 相手 が いる か は 、 お 店 の 信用 と 、 世 話 人 
の 人 脈 次 第 で す 。 

借金 し た い 金 額 を 自分 で 決め る こと は 出来 ませ ん 。 相手 が 貸し て く 
れる 額 に 納得 する か どう か で 決ま り ま す 。 

複数 の 相手 か ら 借 金 す る こと も で きま す 。 





借金 の 返済 


借金 の 返済 は 、 借 り る と き に 相手 が 言う よう に 、 | 年 後に 倍額 で 返 
済 し ます 。 

借金 し た 日 か ら | 年 後に 、 借 り た 相手 が 借金 の 取り 立て に 、 お 店 に 
来 ま す 。 こ こ で の 対応 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 


元宮 3 年 香 月 9g 

] 江戸 屋 元 欄 

| 「 江戸 屋 さ ん 、 TET ] _ 酒 問屋 
金 、 Es くれ ます ね 。 | PE 


メー 2 
A ご 、 こ 
を 4 か へ へ 、 

必 全 。 
t 





ーー 


3 RE 


10 両 2 朱 
79 画 3 分 3 朱 
301 両 3 分 
1113 両 1 分 





画 全 額 返 済 す る 
利子 も 含め た 全額 を 返済 し ます 。 メイ ン 画 面 の 「 借 金 覧 」 に 表示 さ 

れ て いる 額 (相手 が 一 人 の 場合 ) を 、 金 蔵 か ら 支 払い ます 。 

圏 も う 一 年 お 願い する 
返済 を | 年 待っ て も らい ます 。 この 場合 、 翌 年 の 返済 額 は 利子 が 付 

いて 、 更 に 2 倍 に な り ま す 。 

例 : 最初 に 借り た 額 が 1000 両 だ っ た 場合 、 翌 年 の 返済 額 は 2000 両 、 も 
う | 年 待っ て も ら う と 、 そ の 翌年 の 返済 額 は 4000 両 に な り ま す 。 
あま り 何 年 も 待た し て いる と 、 相 手 が 怒 っ て 、 替 行 所 に 訴え て し ま 
いま す 。 奉行 所 で どの よう な 裁き が され る か は 、 替 行 と の 親密 の 度 
合い に か か っ て いま す 。 

田 利 子 の 分 だ け 返 済 する 
利子 の 分 だ け 返 済 し て 、 残 り の 額 は も う | 年 待っ て も らい ます 。 

例 : 最初 に 借り た 額 が 1000 両 で 、 悦 年 は | 年 待っ て も ら っ て 総 返 済 額 
が 4000 両 に な っ て いた 場合 、 こ こ で 返済 する 利子 UN 
2000 両 で す 。 残り の 2000 両 に は 更に 利子 が 付い て 、 翌 年 の 総 返済 額 
は 4000 両 に な り ま す 。 


7/pE コ 





「 か らく り 」 の 中 の 「 し か け 変 更 」 で 、 ゲ ー ム シス テム の 設定 が で 
きま す 。 ゲ ー ム の 内 容 自 体 に は 影響 し ほ ませ ん 。 ユ ー ザ ー が プレ イ し や 
すい よう に 表示 や 入力 方 法 を 変え る 機能 で す 。 

し か け 変 更に は 以下 の も の が あり ます 。 


| ISDS DJ Tc に 1 
靖 常 の 宏昌 で 入力 する 
全 は 画 分 本 で 表示 する 
年 号 で 年 を 表示 する 
月 を 名 株 で 表示 する 
せり ふ を 印字 次 に 出力 し な い 
禄 月 の 経営 状 春 を 出力 し な い 
色 は 大 鉄 色 

決 定 








し か け 変 更 
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コマ ンド の 表示 方 法 の 設定 で す 。 以下 の 2 種類 が あり 、 
る た びに 切り 替わり ます 。 
一 通常 の 窓口 で 入力 する 

ゲー ム を 始め た と き の 初 期 状態 で す 。 ウィン ドウ の 中 か ら コ マン ド 
を 選び ます 。 
軒 簡易 型 短縮 窓口 で 入力 する 

基本 の コマ ンド を アイ コン 化し て 、 画 面 右 下 に 並べ ます 。 アイ コン 
IO A 
こ な り 


クリ ッ ク す 


> く 











ます 。 





皇 月 10m 





元 様 3 年 
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訓 港 地 
GR Ge ED 
(Ga oa Ga 
ee 
Ga Go 
Ce G9 


何処 出かけ ます か 
| 末 府 重臣 の 屋 雪 


1123 両 1 分 2 朱 
9939 画 2 分 


寺 江 に いく 








金 の 表示 


年 表示 


お 金 の 表示 単位 の 設定 で す 。 以 下 の 2 種類 が あり 、 ク リッ ク す る た 
びに 切り 替わり ます 。 
田 金 は 両 分 朱 で 表示 する 

ゲー ム を 始め た と き の 初 期 状態 で す 。 両 分 朱 の 単位 で 表示 し ます 。 

| 両 = 4 分 =16 朱 と な り 、 朱 と 分 は 4 で 繰り 上 が り 、 両 は 10 で 繰り 上 が 
り ま す 。 正しい 表 記 で す が 、 馴 れ な いう ち は 混 乱す る か も 知れ ませ ん 。 
田 金 は 朱 の み で 表示 する 

最小 単位 の 朱 だ け で 表示 し ます 。 単純 に 10 で 繰り 上 が る の で 最初 は 
見 や すい で す が 、 桁 が 大 きく な る の で 、 だ ん だ ん 分 か り に くく な る か 
も 知れ ませ ん 。 





51200 朱 








33932 朱 


108800 朱 





年 の 表示 方 法 の 設定 で す 。 以下 の 2 種類 が あり 、 ク リッ ク す る た び 


に 切り 替わり ます 。 
田 年 号 で 年 を 表示 する 

ゲー ム を 始め た と き の 初 期 状 態 で す 。 年 を 元禄 歴 で 表示 し ます 。 
な じみ が 薄い の で 分 か り に くい か も 知れ ませ ん が 、 ゲ ー ム を プレ イ 
する 上 で 、 現 在 の 年 を 意識 する 必要 は あま りあ り ま せん 。 気 に し な く 
て も 大 丈夫 で し まう 

画 西 歴 で 年 を 表示 する 

西暦 で 表示 し ます 。 現在 の 一 般 的 な 暦 な の で 分 か りや すい で す が 、 
ゲー ム を ブレイ する 上 で あま り 意 識 す る 必要 は あり ませ ん 。 
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し か け 人 変更 


月 表示 
月 の 表示 方 法 の 設定 で す 。 以 下 の 2 種類 が あり 、 ク リッ ク す る た び 
に 切り 替わり ます 。 
國 月 を 名 称 で 表示 する 
ゲー ム を 始め た と き の 初 期 状 態 で す 。 月 を 雅 語 の 名 称 で 表示 し ます 。 
た だ し 、 暦 は 太陽 暦 (現在 と 同じ ) な の で 、 呼 び 方 を 変え て いる だ け 
と 考え て くだ さい 。 
田 月 を 数 字 で 表示 する 
数 字 で 表示 し ます 。 現在 の 一 般 的 な 表記 な の で 分 か りや すい で し ょ 
う 。 雰囲気 の 問題 な の で 、 プ レイ する の に 牟 染め る 方 を 選ぶ と 良い で 
し ポ つづ 。 
台詞 の 出力 
プリ ンタ ー 出 力 の 設定 で す 。 以下 の 2 種類 が あり 、 ク リッ ク す る た 
びに 切り 替わり ます 。 
台詞 を 印字 機 に 出力 し な い 
ゲー ム を 始め た と き の 初 期 状態 で す 。 ブ プリ ンタ 出力 を お こない ませ 
ん 。 
置台 詞 を 印字 機 に 出力 する 
ゲー ム 中 に 画面 に 表示 され る 台詞 を 、 そ の まま プリ ンタ ー に も 打ち 
出し ます 。 読み 飛ば し て し まっ た 人 台詞 な ども 、 こ れ で 確認 で きま す 。 
ゲー ム 起 動 時 の プリ ンタ の 選択 で 、「 使 用 し な い 」 を 選ん だ 場合 は 、 
機能 し ませ ん 。 
毎月 の 経営 状 プリ ンタ ー 出 力 の 設定 で す 。 以 下 の 2 種類 が あり 、 ク リッ ク す る た 
ら びに 切り 替わり ます 。 
態 の 出力 園 経 営 状 態 を 印字 機 に 出力 し な い 
ゲー ム を 始め た と き の 初 期 状 態 で す 。 プリ ンタ 出力 を お こない ませ ん 。 
田 経 営 状態 を 印字 機 に 出力 する 
毎月 の 売上 や 経費 、 隠 金 の 使い 道 な ど を プリ ンタ ー に 出力 し ます 。 
ゲー ム 起 動 時 の プリ ンタ の 選択 で 、「 使 用 し な い 」 を 選ん だ 場合 は 、 
機能 し ませ ん 。 
色 の 設定 


使用 する モニ ター に 合わ せ た 色 の 設定 で す 。 ゲ ー ム 起動 時 に 選択 し 
ます が 、 間 違え た 場合 に は ここ で 設定 し 直す こと が 出来 ます 。 
以下 の 2 種類 が あり 、 ク リッ ク す る た びに 切り 替わり ます 。 
@ 色 は 天然 色 

※ ア ナ ロ グ カラ マー の ご どど で すず 。 
人 @ 包 は 白黒 8 階 調 


各種 名 称 の 変更 ーー 


「 か らく り 」 の 中 で 、 自 分 の 名 前 や 屋号 を 変更 する こと が 出来 ます 。 
以下 の も の が あり ます 。 
名 前 を 変更 


自分 の 名 前 を 付け 替え ます 。 ゲ ダー ム を 始め る と 、 最 初 か ら 自 分 の 名 
前 が 付い て いま す が 、 こ こ で その 名 前 を 付け 替え る こと が で きま す 。 
名 前 は 何 度 で も 変え る こと が で きま す 。 

クリ ッ ク す る と 、 文 字 入 力 ウ ィ ン ド ウ が 開き 、 新 し い 名 前 を 入力 で 
きま す 。 


屋号 を 変更 


屋号 (自分 の 名 字 = 店 の 名 前 ) を 付け 替え ます 。 ゲ ー ム を 始め る と 、 
最初 か ら 屋 号 が 付い て いま す が 、 こ こ で その 屋号 を 付け 替え る こと が 
で さき ます 

た だ し 、 屋 号 を 変え る こと は 商売 上 大 き な 問 題 な の で 、 変 える な ら 
ゲー ム を 始め て すぐ に 変 た 方 が 良い で し ょ う 。 

クリ ッ ク す る と 、 文字 入力 ウィ ンド ウ が 開き 、 新 し い 屋 号 を 入力 で 
きま す 。 


船 名 を 変更 


船 の 名 前 を 付け 替え ます 。 船 の 名 前 は 、 造 っ た 船 大 工 が 勝手 に 付け 
ます が 、 こ こ で その 船 名 を 換え る こと が で きま す 。 

船 の リス ト か ら 名 前 を 変え た い 船 を 選ぶ と 、 文 字 入 力 ウ ィ ン ド ウ が 
開い て 、 名 前 を 付け 替え られ ます 。 
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文字 入力 ウィ ン ドウ の 使い 方 





文字 入力 ウィ ンド ウ は 、 以 下 の よ うな 構成 に な っ て いま す 。 


GS 3 OS potest NT i か bg 
2 ケン トル MO 
の EA 2 
が i > i 
大 加 さだ 
b 
す 


漢字 音 選択 け 
に 


| は ニー と 文字 種 


選択 部 分 


ppp 





画 羨 字音 選択 

クリ ッ ク す る と 、 音 読み の 漢字 が 表示 され ます 。 
画 入 力 文 字 

クリ ッ ク し た 文字 が 入力 され ます 。 
田 CLR 

全文 字 取り 消し で す 。 
田 DEL 

一 文字 取り 消し で す 
一 入力 欄 

クリ ッ ク し た 場所 に 文字 が 入力 され ます 。 
咽 

決定 で す 。 
一文 字 種 選択 部 分 

入力 で きる 文字 の 種類 が クリ ッ ク し た 種類 に 変わ り ま す 。 


文字 を 入力 する に は 、 ま ず 左 下 の 「CLR」 を クリ ッ ク す る と 、 元 に 書 
いて あっ た 文字 が クリ ア さ れ ま す 。 

左側 の 「 漢 字音 選択 」 の 中 の 文字 を クリ ッ ク す る と 、 右 側 の 「 入 力 
文字 」 に 、 音 読み で その 文字 か ら 始 まる 漢字 が 表示 され ます 。 上 下 の 
三角 形 を クリ ッ ク す る と 、 同 じ 文 字 か ら 始 まる 漢字 が 25 文 字 づ つ 表 示 


され ます 。 

目的 の 漢字 が 見 つか っ た ら 、 そ の 漢字 を クリ ッ ク す る と 、 左 下 の 「! 入 
力 欄 」 に その 漢字 が 入力 され ます 。 

漢字 以外 を 入力 する 場合 は 、「 文字 種 選 択 」 を クリ ッ ク す る と 、 そ れ 
に 対応 し た 文字 が 「 入 力 文字 」 に 表示 され ます か ら 、 漢 字 と 同じ よう 
に 、 そ の 中 か ら 目 的 の 文字 を 探し て クリ ッ ク す る と 、 左 下 の 「 入 力 欄 」 
に その 文字 が 入力 され ます 。 

一 文字 だ け 変 更 し た い 場 合 は 、「 入 力 欄 」 の 中 の 、 消 し た い 文 字 を ク 
リッ ク し て 、「DEL」 を クリ ッ ク す る と 、 目 的 の 文字 を 消す こと が で き 
ます 。 


目的 の 文字 が 入力 で きた ら 、 ( 左 に 折れ た 矢印 ) を クリ ッ ク す る 
と 、 ウ ィ ン ド ウ が 閉じ て 、 文 字 の 入力 が 終了 し ます 。 





家紋 を 変更 





「 か らく り 」 の 中 の 「 家 紋 を 変更 」 で 、 家 紋 ( 家 の 紋章 = 店 の マー 
ク ) を 描き 換え る こと が 出来 ます 。 ゲ ー ム を 始め る と 、 最 初 か ら 家紋 
が 付い て いま す が 、 こ こ で その 家紋 を 書き 換え る こと が で きま す 。 

た だ し 、 家 紋 を 変え る こと は 商売 上 大 き な 問 題 な の で 、 変 える な ら 
ゲー ム を 始め て すぐ に 変え た 方 が 良い で し ょ う 。 

クリ ッ ク す る と 、 家 紋 エ ディ タ が 開き 、 新 し い 家 紋 を 書く こと が で 
きま す 。 

家紋 エディ タ は 、 マ ウス を 使っ て 画面 上 で 家紋 の 絵 を 描く こと が で 
きる 機能 で す 。 

エディ タ の 画面 構成 と 操作 方 法 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 

















画 元 絵 

同時 に 2 枚 表 示さ れ 、 下 に 3 角 マ ー ク が つい て いる 方 が 描画 対象 に 
な り ま す 。 
脅 描画 画面 

元 絵 の 描画 対象 を 拡大 し て 、 マ ス 目 (ドッ ト ) に 区 切っ て 表示 し ま 
す 。 この 中 で 描画 を お こない ます 。 





絵 の 描 き 方 


絵 を 描く と 、 描 画 対 象 の 元 絵 に も 同じ 絵 が 描か れ ま す 。 


まま カー ソル を 動か す と 、 線 が 引け ます 。 


に の 
ーー 
トー 


描画 画面 の 中 の マス 目 を クリ ッ ク す る と 、 そ こ に 点 が 描か れ ま す 。 
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画 描 画 色 の 変更 
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率 の 変更 
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カー ソル を 運ぶ と 、 四 角 い ワク が 出 ます 。 
こ 表 示 
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家紋 を 変更 





画 反 転 
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90 度 づつ 回 転 し ます 。 回 転 する 方 向 は 左右 を 指定 で きま す 。 


ゃ ーー 


絵 を 横 ( 


一 移動 


移動 前 の 絵 ( 色 ) 


移動 し ます 。 移動 する 方 向 は 上 下 左 右 を 指定 で きま す 。 


場合 、 移 動 方 向 と 送 方向 の 縁 の | マス 部 分 は 
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2 枚 の 元 絵 同士 で 複写 を し ます 。 複写 元 と 複写 先 の 指定 は 、「 左 か ら 
成 さ れ 7 


右 へ 」「 右 か ら 左 へ 」 で 指定 で きま す 。 
家紋 エディ タ が 終了 し て 、 メ イン 画面 の 家紋 が 描き 換え られ ます 。 
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毎月 十 日 に 、 富 くじ が 発売 され ます 。 

冨 く じ は 、 自 分 の 財布 ( 隠 金 ) か ら お 金 を 出し て 買い ます 。 も し く 
じ が 当たれ ば 、 そ の お 人 金 は 自分 の 隠 金 に な り ま す 。 

冨 く じ は 、 松 、 竹 、 梅 、 鶴 、 亀 の 5 種類 の 組 と 、 | か ら 600 ま で の 番 
号 の 組み 合わ せ に な っ て いま す 。 全 部 で 3000 枚 に な り ま す 。 こ の 中 か 
ら 、 目 分 の 好み の 組 番号 の 富 く じ を 選ん で 購入 し ます 。 


冨 くじ の 発売 日 (毎月 十 日 ) に 、「 購 入 す る 」 の 中 に 、「 富 くじ を 買 
う 」 の コマ ンド が 現れ ます 。 ク リッ ク す る と 、 富 くじ の 購入 ウィ ンド 
ウ が 開き ます 。 

組 選 択 と 番号 選択 で 、 買 いた い 富 くじ を 選ん で 決定 する と 、 そ の 富 
くじ が 購入 で きま す 。 


ウィ ンド ウ の 内 容 と 操作 方 法 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 





画 購 入 富 くじ 

現在 選ば れ て いる 組 番 号 の 富 く じ が 表示 され ます 。 決定 を クリ ッ ク 
する と 、 こ の 富 く じ が 購入 され ます 。 

画 財 布 の 残り 

財布 の 残り 金額 で す 。 

園 組 選択 

購入 する 組 を 設定 し ます 。 ク リッ ク し た 組 が 購入 対象 に な り ま す 。 
園 番 号 選 択 

購入 する 番号 を 設定 し ます 。 上 下 の 三 角 は 数 字 の 変更 で す 。 左右 の 


三角 は 位 ( 桁 の 変更 で す 。 ク リッ ク し て 番号 を 変更 し ます 。 購入 し 
た くじ の 番号 は 飛ば され ます 。 
田 購 入 枚数 

その 組 の 富 く じ を 買っ た 枚数 が 表示 され ます 。 


画 決 定 

選ん で いる (購入 富 く じ に 表示 され て いる ) 組 番 号 の 富 く じ を 買い 
ます 。 決定 する と 、 そ の 富 く じ が 購入 され て 、 区 の 番号 の くじ が 表示 
され ます 。 


置く じ の 抽選 
発表 
富 く じ は 、 発 売 さ れ た 月 の 25 日 (発売 か ら 15 日 後 ) に 抽選 が お こ な 
われ て 、 当 た りく じ が 発表 され ます 。 
自分 の 買っ た くじ が 当たっ た ら 、 賞 金 が 小遣い と し て 、 隠 金 に 足 さ 
れ ま す 。 





結 類 る ーー 


いく つか の 条件 を 満た す と 、 結 婚 す る こと が で きま す 。 
※ 条 件 に つい て は 明確 に 説明 し ませ ん 。 だ いた い 現 在 の 結婚 条件 と 似 た よう な も の だ と 思 
えば よい でしょ う 。 

結婚 相手 は 、 世 話 人 に 紹介 し て も らい ます 。 世話人 を 呼ん で 「 嫁 の 
世話 」 の コマ ンド が あっ た 場合 、 ク リッ ク す る と 候補 の 娘 の リス ト が 
出 ま す 。 

その 中 か ら 相 手 を 選び 、 相 手 と その 親 が 自分 を 気 に 入 れ ば 、 め で た 
く 祝 言 を あげ て 、 女 房 に する こと が で きま す 。 も ちろ ん 、 相 手 に 断ら 
れる 場合 も あり ます 。 

結婚 し た 女房 を 養う た め の 生 活 費 は 、 金 蔵 か ら 出 て いき ます 。 子供 
が 産ま れ た 場合 も 同じ で す 。 
※ 経 費 明 細 の 中 の 、 基 礎 経費 に 含ま れ ま す 。 


導 を 囲っ て いる 場合 、 委 を 正妻 に する こと も で きま す 。 
花 特 を 身 請 け す る 一 P118 

田子 供 が 産ま れる 

子供 が 産ま れ た ら 、 名 前 を 付け る こと が 出来 ます 。 

子ども が 男の子 だ っ た な ら 、 成 長 す る と 丁稚 に な り ま す 。 手 代 ま で 
成長 し た ら 、 番 頭 や 大 番頭 に 昇格 させ る こと も で きま す 。 年 頃 に な れ 
ば 、 嫁 を 取る こと も で きま す 。 

子ども が 女の子 だ っ た な ら 、 年 頃 に な る と 結婚 の 申し 込み が 来 ま す 。 
申し 込み を 受け る と 、 支 度 金 を 受け 取っ て 、 娘 を 嫁 に 出す こと に な り 
ます 。 


吉原 で 遊ぶ 





遊び に 出かけ る 場所 の 中 に 、 吉 原 の 遊 郭 が あり ます 。 遊郭 で は 花 般 
を 相手 に 遊女 遊び が で きま す 。 


遊郭 へ 行く と 、 ま ず 木 戸 賃 (遊郭 に 入る た め の お 金 ) を 一 人 一 両 払 
いま す 。 


お 供 を 連れ て いる な ら 、 そ の 分 も 払い ます 。 遊郭 に 入っ た 後に お 供 
別れ ます が 、 そ こ で 一 人 に 四 両 の 小遣い を 渡す こと に な り ま す 。 


元 潤 元 年 揚 月 15p 
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15 両 1 朱 51813 軸 
118 両 2 分 2 朱 容量 100000 員 


143 西 2 打 僧 0 両 
9816 本 2 が 2 条 財布 100 画 
a 0224 








遊郭 に 入っ た ら 、 相 手 の 花 拭 を 選び ます 。 人 気 の 高い 花 拭 ほど 代金 
は 高く な り ま す 。 

花 堪 は 気 位 が 高い の で 、 人 金 が あっ て も 嫌い な 相手 に は 会 わな いこ と 
も あり ます 。 現代 の それ と は 違っ て 、 遊 郭 は 単なる 商売 で は な く 、 交 
際 費 の 高く つく 恋愛 の 場 で も ある の で す 。 





吉原 で 遊ぶ 














遊郭 に 泊まる 
遊郭 で の 遊び は 日 帰り も で きま す が 、 小遣い が あれ ば 宿泊 する こと 
も で きま す 。 宿泊 す る 場合 、 数 値 設 定 ウ ィ ン ド ウ が 開い て 、 日 数 を 指 
定 で きま す 。 
宿泊 費 は 花 直 の 格 に 関係 な く 、 一 泊 太 両 で す 。 
還 めし 様 、 し ば らく 遊ん で いき な まし 。 わ ち 
‘a ンー お いや か え 。 
HH mmm 
6 ン 大 9 
ll 間 I 
15 両 1 朱 総 在 』 
118 南 2 分 2 朱 総 基 
143 両 2 朱 信 s xi1000 ' x100 
816 両 2 分 2 朱 上 眼下 限 
0 両 多用 加 
花 超 を 身 請 け 
する 


気に入っ た 花 換 が いれ ば 、 お金 を 払っ て 花 超 を 身 請 け す る (自分 の 
元 に 引き 取る ) こと が で きま す 。 

身 請 け 金 は か な り 高 く 、 す べ て 隠 金 か ら 出 され る の で 、 隠 金 が 大 量 
に 必要 で す 。 ま た 、 お金 が あっ て も 、 何 度 も 通っ て 花 超 と の 情 が 深く 
な っ て いな けれ ば 、 了 断ら れ て し まい ます 。 

身 請 け 金 は 、 人 気 の あ る 花 舟 ほど 高く な り ま す 。 


身 請け し た 花 舟 は 、 直近 が 球 の と どちら が に な り ま す 。 正妻 と 姜 は そ 
れ ぞ れ 一 人 づつ な の で 、 す で に いる 場合 は 離縁 する こと に な り ま す 。 


田 正 妻 に し た 場合 

身 請 けし た 花 般 を 正妻 に し た な ら 、 世 話 人 の 紹介 で 結婚 し た 場合 と 
同じ よう に 、 自 分 の 女房 に な り ま す , 正 究 を 養う た め の 生 活 費 は 、 全 
蔵 か ら 出 て いき ます 。 
※ 経 費 明細 の 中 の 、 基 礎 経 費 に 含ま れ ま す 。 


園 疾 に し た 場合 
代 革 に し た 場合 
身 請 けし た 花 捗 を 種 に し た 場合 、 竹 に は 自分 の 小遣い ( 隠 金 ) か ら 
毎月 の 手当 (養い 費 ) を 出す こと に な り ま す 。 最初 は 月 十 両 で す が 、 
生 の 家 に 出かけ た 時 に 、 人 金額 を 上 げ る こと が で きま す 。 

美 が 手当 の 額 に 満足 し て いな か っ た り 、 隠 金 が 無く て 払え な く な る 
と 、 革 が 逃げ て し まう こと も あり ます 。 
※ 区 の 手当 は 、 毎 月 一 日 に 隠 金 か ら 自 動 的 に 引か れ ま す 。 








商売 敵 を 暗殺 する 





暗殺 の 成功 


暗殺 の 失敗 





どう し て も 厄介 な 商売 敵 が いる よう な と き は 、 殺 し 屋 を 雇っ て 暗殺 
すず する こと が で きま す 。 

暗殺 は 用 心 棒 に お こ な わ せま す 。 隠 金 を 2000 両 以上 持っ て いる と き 
に 、 雇 っ て いる 用 心 棒 を 呼ぶ と 、「 暗 殺 依頼 する 」 の コマ ンド が 現れ ま 
す 。 


暗殺 の 依頼 を 用 心 棒 が 引き 受け た ら 、 暗 殺す る 商人 を 選び ます 。 暗 
殺 の 仕事 料 を 隠 金 か ら 渡す と 、 用 心 棒 は 自分 の 用 心 棒 を や め て 、 暗 殺 
の 準備 を 備え ます 。 

それ か ら 1 て 2 週間 後に 、 用 心 棒 は 暗殺 を 実行 し ます 。 


暗殺 が 成功 する と 、 暗 殺さ れ た 商人 の 店 は 代替 わり が お こり ます か 
ら 、 そ れ ま で の 販売 勢力 を 大 きく 減ら し ます 。 う まく いけ ば 自分 の 勢 
力 を 強め る こと が で きま す 。 

暗殺 が 成功 する と 、 用 心 棒 は 2 ~ 3 年 江戸 か ら 姿 を 消し ます 。 


暗殺 が 失敗 し て 用 心 棒 が 捕らえ られ る と 、 自 分 が 依頼 し た こと が ば 
れ て 、 奉 行 所 に 引き 立て られ て 裁き を 受け る こと に な り ま す 。 

どの よう な 裁き が 下さ れる か は 、 替 行 と の 親 し さ に よっ て 変わ っ て 
きま す 。 お と が め な し (無罪 ) と いう こと も ある か も 知れ ませ ん 。 

た だ し 、 用 心 棒 は まず 死刑 に な か っ て し まい ます 。 





遊び に 行く 場所 の 中 に 、 博 打 場 が あり ます 。 博打 場 で は 、 丁 半 博 打 
が で きま す 。 

丁半 博打 と は 、 索 の 中 に さい ころ を 二 つ 入 れ て 振り 、 出 た 目 の 合 計 
が 丁 (偶数 ) か 、 半 (奇数 ) か を 了 予想 する 賭け で す 。 

当たっ た 場合 は 賭 金 の 倍額 が 払い 戻さ れ 、 は ずれ る と 掛け 金 を 取ら 








れ ま す 。 
丁半 博打 の 遊 
び 方 
高 師 が 吉 を 振っ た ら 、「 張 る 」 を クリ ッ ク し て 、 丁 と 半 の どちら に 時 
ける か を 選び ます 。 参加 者 が 全員 張り 終わ っ た ら 、 副 が 上 げ ら れ て 、 
結果 が 出 ます 。 
気 が 向 か な けれ ば 、 そ の 回 は 参加 し な いこ と も で きま す 。 
の 日本橋 の お お 店 i a oe - に ] 元 様 元 年 午 月 168_ 
そい つ は 悲し いね え 。 MT か Ek 
3 
20 
100 西 他人 す 
0 山 代金 を する 
借金 を する 


遊び に 出かけ る と き に 持っ て いけ る の は 百 両 ま で な の で 、 派手 に 賭 
ける と すぐ 無く な っ て し まう か も 知れ ませ ん 。 博打 で すっ て し まっ て 
賭 金 が 足り な く な っ た と き な ど 、 そ の 場 で や く ざ か ら 借 金 す る こと が 
で さま す 。 





借金 を 返す 


僅 り て いた 借金 を 返し ます 。 い つま で も 借金 を 返さ な いと 、 お 店 の 
方 に 取り 立て に 来 ら れる こと も あり ます 。 





丁半 博打 は 、 喜 師 が いか さま を する 場合 が あり ます 。 自分 で は 
気付 け な い の で 、 さ ん ざん に 負け て し まう こと も あり ます 。 

そこ で 腕 の 立つ 用 心 棒 を お 供 に 連れ て いく と 、 い か さま を 暴 い 
て くれ る か も し れ ま せん 。 













送り に な る 


刑期 の 短縮 


刑期 の 終了 


奉行 所 に 引き 立て られ て 裁き を 受け た と き に 、 罪 が 重い と 、 島 送り 
の 刑 に され る こと が あり ます 。 

島 に 送ら れ て いる 間 は 、 普 段 の 行動 は 何 も で き な く な り ま す 。 時間 
を 進め る こと と 、 か らく り の コマ ンド だ けが お こ な え ます 。 

島 送 り に な っ て いる 間 は 、 大 番頭 が 店 の 運営 を 代わ り に お こない ま 
す 。 (大 番頭 に 委任 の コマ ンド で 、 す べ て 委任 し た 状態 に な り ま す ) 

大 番頭 が いな いと 、 店 の 商売 は 止ま っ て し まい ます 。 

島 に は | 0 0 両 まで 小遣い を 持っ て いく こと が で きま す 。 島 で 出 会 
っ た 人 た ち に た か られ る こと も あり ます が 、 刑 期 を よく 考え て 、 上 手 
に 使う こと が 大 切 で す 。 


島 送 り の 最 中 に 改元 ( 元 号 が 変わ る こと ) や 、 将 軍 の 交代 な ど が あ 
る と 、 恩 赦 で 刑期 が 往く な る こと が あり ます 。 

島 の 役人 に 袖 の 下 を 握ら せ て 、 刑 期 を 福 く し て も ら う こと も で きま 
す 。 


島 送り の 刑期 が 終わ る と 、 江 戸 に 帰っ て これ ます 。 以 前 と 同じ よう 
に 行動 で きま す が 、 店 の 信用 は 下がっ て いる で し ょ う 。 





病気 に か か る 





年 を 取っ て 身体 が 弱っ て くる と 、 病 気 に か か る こと が あり ます 。 病 
所 に か か っ て いる 間 は 、 自 宅 で 療養 する こと に な る の で 、 出 か ける こ 
と は で きま せん 。 

店 の 仕事 は 大 番頭 に 委任 する こと に な り ま す 。 大 番頭 が いな い 場 合 
は 、 こ こ で 誰か を 大 番頭 に し て 、 委 任 し ます 。 





MEMO 


MEMO 


〇 本 書 お よび プロ グラ ム は 著作 権 法 で 保護 され て いま す 。 当社 に 無断 で 複製 する こと は で きま せん 。 
〇 本 書 お よび プロ グラ ム の 中 で 使用 きれ て いる デー タ な ら び に 名 称 は 、 実 際 と は 異な っ て いる 場合 が あり ます 。 
〇 本 寺 お よび プロ グラ ム の 利用 に よる 影響 に つい て は 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 
〇 本 半 お よび プロ グラ ム の 内 容 は 子 告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 
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注 : デ ィ ス ク を 送る 前 に 、 も う 一 度 「 正 常に 動作 し な い 場 合 」 の 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 


人 @ 合 用 環境 (メー カー 名 、 型 名 を 正確 に 記入 し て くだ さい ) 


・ パ ソコ ン 本 体 

・ デ ィ ス プレ イ 

・ マ ウス 

・ ハ ー ド ディ スク 
・ 増 設 メ モリ 
・MS-DOS 

・ サ ウン ド ボ ー ド 
・MIDI 

・ プ リン タ 


い ) 


@ 見 体 的 な 症状 を 記入 し て くだ さい 


何 を し た ら 何 が 起こ っ た か 


ME EE 
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